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「

」

豪
雪

38当
市
を
襲
っ
た
「

豪
雪
」
は
、
死
者
一
人
、
負
傷
者
五
人
、
家
屋
の

38

全
・
半
壊
十
棟
な
ど
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
被
害
額
は
十
五
億
四

千
万
円
を
超
え
、
雪
の
災
害
と
し
て
初
め
て
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ

ま
し
た
。

昭
和
三
十
八
年
一
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
大
陸
か
ら
の
寒
気

団
が
次
々
と
北
陸
地
方
を
襲
来
。
雪
が
一
週
間
以
上
降
り
続
き
、
各
地

で
大
雪
を
記
録
し
ま
し
た
。
当
市
で
も
、
最
高
積
雪
が
二
月
一
日
に
市

街
地
で
四
・
四
ｍ
、
山
間
地
で
は
六
ｍ
を
超
え
ま
し
た
。
大
量
の
雪
が

家
を
覆
い
、
道
路
は
二
階
の
屋
根
に
達
す
る
ほ
ど
の
高
さ
と
な
り
ま
し

た
。
越
後
交
通
栃
尾
線
に
至
っ
て
は
二
十
二
日
間
不
通
と
な
る
な
ど
、

各
地
で
交
通
網
が
ま
ひ
し
、
当
市
は
陸
の
孤
島
と
化
し
ま
し
た
。

こ
の
事
態
に
、
二
月
三
日
か
ら
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
七
機
に
よ

る
魚
や
野
菜
、
燃
料
な
ど
生
活
物
資
の
輸
送
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
六

日
か
ら
は
陸
の
輸
送
路
を
一
日
で
も
早
く
確
保
し
よ
う
と
、
市
民
約
五

百
人
が
栃
尾
〜
見
附
間
の
線
路
の
排
雪
作
業
を
実
施
。
救
援
に
訪
れ
た

自
衛
隊
第
一
空
て
い
団
隊
員
五
百
三
十
一
人
も
作
業
に
加
わ
り
ま
し
た
。

十
二
・
十
三
日
に
は
自
衛
隊
員
を
中
心
に
、
市
街
地
の
除
雪
作
業
が
夜

を
徹
し
て
行
わ
れ
る
な
ど
、
懸
命
の
復
旧
作
業
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
で
死
者
・
行
方
不
明
者
二
百
三
十
一
人
な
ど
の
被
害
を
引
き
起

こ
し
た
昭
和
三
十
八
年
の
大
雪
は
、
今
も
「

（
サ
ン
パ
チ
）
豪
雪
」

38

と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
、
み
ぞ
う
の
大
雪
害
で
し
た
。

（
出
典

昭
和
三
十
八
年
三
月
十
日
発
行｢

広
報
と
ち
お｣

・

新
潟
日
報
社
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、

「
栃
尾
市
の
あ
ゆ
み
」
を
紹
介
し
ま
す
。

行
政
管
理
課
広
報
広
聴
係

‐
２
１
７
５
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栃
尾
市
の
あ
ゆ
み
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施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

各 公 民 館 図 書 室 毎週月曜日
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 吉水ふれあい体育館 毎週月曜日
の 美 術 館 毎週月曜日
休 杜 々 の 森 毎週火曜日
館 ふるさと交流広場 毎週火曜日
道 院 高 原 毎週水曜日
産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 無 休

※休館日が祝祭日の場合は、変更することがあります。

　



と
ち
お
祭
を
祝
う
保
育
園
児
の
鼓

笛
で
ス
タ
ー
ト
し
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
県
警
音
楽
隊
や
中

之
島
す
い
れ
ん
の
応
援
が
加
わ
り
、

園
児
の
ほ
か
小
・
中
学
生
な
ど
九
団

体
、
四
百
八
十
人
が
参
加
。
出
雲
通

り
で
は
味
の
テ
ン
ト
村
や
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
ダ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
車

の
披
露
な
ど
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
大

勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

χ
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

28日

新曲｢若草の勇翔｣など全４曲を力強く演奏した
ゆ う ひ

栃尾南小学校５年生と６年生による若草太鼓

心地よいサウンドで聴衆を魅了した県警音楽隊

創作太鼓｢楽天｣を披露した｢栃尾ＴＡ
ＩＫＯキッズ｣(みどり学童クラブ)

｢こんにちはトランペット｣と｢校歌｣を７種類の楽器で
奏でた栃尾東小学校６年生のトランペット鼓笛隊

ＣＭヒット曲｢君の瞳に恋してる｣ の軽快なリズムが
身も心も躍らせてくれた秋葉中学校吹奏楽部

９月４日の西関東吹奏楽コンクールへの出場に向け、
息のあった演奏を披露した刈谷田中学校吹奏楽部

｢よさこいソーラン｣でパワー全開の中之島すいれん

｢ともだちの賛歌｣を演奏する双葉保育園年長児

栃
尾
の
夏
の
大
イ
ベ
ン
ト
「
と
ち

お
祭
」
が
、
八
月
二
十
八
日
と
二
十

九
日
の
二
日
間
、
各
町
内
会
や
団
体

の
ほ
か
に
市
外
か
ら
の
応
援
が
加
わ

り
、
「
一
日
も
早
い
災
害
復
旧
」
を

願
っ
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
祭
り
は
、
二
十
八
日
午
前

十
時
か
ら
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
で
ス
タ
ー
ト
し
、
夜
の
大
民
踊
流

し
、
み
こ
し
渡
御
で
一
日
目
を
終
了
。

と
ぎ
ょ

二
日
目
の
二
十
九
日
は
仁
和
賀
行
進
、

全
日
本
樽
み
こ
し
綱
引
き
選
手
権
大

会
と
続
き
、
沿
道
は
大
勢
の
市
民
と

観
光
客
で
大
に
ぎ
わ
い
。
見
物
に
訪

れ
た
人
や
参
加
し
た
人
た
ち
は
、
二

日
間
の
夏
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

祭
り
の
最
後
を
飾
っ
た
大
花
火
大

会
は
、
二
十
九
日
午
後
七
時
三
十
分
、

栄
町
の
高
台
「
鳩
峰
」
か
ら
打
ち
上

げ
ら
れ
、
光
と
音
が
お
り
な
す
二
時

間
の
花
火
シ
ョ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

2
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第50回

とちお祭
８月28日・29日

み

こ

し

渡

御

「
み
こ
し
渡
御
」
は
、

民
踊
流
し
が
終
わ
っ
た

午
後
九
時
に
出
雲
通
り

を
ス
タ
ー
ト
。
長
岡
、

見
附
、
中
之
島
、
三
島
、

燕
、
加
茂
の
団
体
が
応

援
に
駆
け
つ
け
、
神
輿

や
切
籠
、
神
楽
な
ど
五

き

り

こ

基
、
総
勢
約
三
百
人
が

大
布
橋
手
前
ま
で
勇
壮

に
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
の
舞
込
み
。
沿

道
の
観
客
か
ら
大
き
な

声
援
と
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

今年初めて参加した原町区民御輿。
国際交流の輪が広がりました

市外から応援に駆けつけた
仲間たちと一緒に、威勢よ
く練り歩いたほだれ御輿

祭りのフィナーレを飾った大花火大会。色とりどりの光と音が
大勢の観客を楽しませてくれました

28日
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笑遊会（越路町）…元気なかけ声とともに「よさこい
しょうゆうかい

ソーラン」を披露（ハッスル賞）

谷内２丁目区…松平健と踊る「マツケンサンバ」で
祭りは最高潮（ユーモア賞）

楽踊会（長岡市・特別参加）…激しいリズムに乗って
お ど り か い

踊り、ポーズも決まった「よさこいソーラン」

市
役
所
…
ピ
ッ
タ
リ
息
の
あ
っ
た
「
相
川

音
頭
」
を
披
露
（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
）

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル
と
ち
お
（
特
別

参
加
）
…
軽
や
か
な
ス
テ
ッ
プ
を
披
露

よ
さ
こ
い
マ
ザ
ー(

長
岡
市
・
特
別
参
加)

…
洗
練
さ
れ
た｢

よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン｣

雷太鼓(村松町・特別参加)…豪快な
いかずちだいこ

ばちさばきで観客を魅了
δ

団
体

人
が
参
加

1 1

4 7 2

仁
和
賀
行
進

谷内１丁目区…鳴子の軽快なリズムに乗って、ますます
熟練した「よさこいソーラン」を披露（ハッスル賞）

仁和賀行進の開始に先立ちあいさつする
馬場観光協会会長

新
町
区
…
子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
「
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
」
。

元
気
い
っ
ぱ
い
ハ
ッ
ス
ル
、
ハ
ッ
ス
ル
！
（
ハ
ッ
ス
ル
賞
）

東
町
区
…
重
さ

の
「
東
町
神
楽
」
を
披
露
。
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

40
kg

舞
う
大
神
楽
が
観
客
を
圧
倒
（
大
受
け
賞
）

旭町区…50回を記念してはんてんを新調し、祭り団体「旭耀会」を結成。「がんばろう栃尾」
きょくようかい

を合言葉に、大樽神輿を担いで威勢良く行進（ハッスル賞）

29日
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今
年
は
、
下
田
村
の
一
チ
ー
ム
を

含
め
、
男
子
の
部
に
十
二
チ
ー
ム
、

女
子
の
部
に
三
チ
ー
ム
、
子
供
の
部

に
五
チ
ー
ム
が
参
加
。
応
援
席
か
ら

「
ガ
ン
バ
ッ
テ
！
」
と
大
き
な
声
援

が
送
ら
れ
る
度
に
、
選
手
た
ち
は
歯

を
食
い
し
ば
り
、
こ
ん
身
の
力
を
ふ

り
し
ぼ
っ
て
綱
を
引
っ
張
っ
て
い
ま

し
た
。
（
表
紙
）

全日本樽みこし綱引き選手権大会 29日
男
子
の
部

優
勝

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

Ｂ
Ｅ
Ｎ

風
神

女
子
の
部

優
勝

ワ
イ
ル
ド
ヒ
ッ
プ
ス

子
供
の
部

優
勝

栃
堀

男
の
会

▲子供の部の決勝戦 ▼男子の部の決勝戦

刈
谷
田
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
、

と
ち
お
祭
終
了
後
の
三
十
日
早
朝
、

樽
み
こ
し
綱
引
き
選
手
権
大
会
会

場
の
中
央
公
園
や
花
火
見
物
会
場

の
栃
尾
東
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
な

ど
で
、
一
生
懸
命
ご
み
を
拾
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
校
生
徒
会
主
催
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
今
年
三
年

目
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

刈
谷
田
中
学
校
の
生
徒
が

と
ち
お
祭
の
会
場
を
清
掃

花火見物会場のごみを拾う
刈谷田中学校生徒

▼女子の部の決勝戦

φ
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大 民 踊 流 し 28日

午後７時にスタートした大民踊流しには、浴衣を着た人、
仮装や民族衣装を身にまとった人など30団体1,785人に、一
般の飛び入りが加わり約1,800人が参加。滝の下町と谷内１
丁目の間には、栃尾甚句の囃子に誘われて大勢の見物客が集
まり、参加者の熱気とかけ声で大いに盛り上がりました。

黄
門
様
も
踊
っ
た
小
貫
区

栃尾郷病院の皆さん

オール繊維の皆さん

オリンピック開催にちなみ、古代ギリシャの衣装で踊る栃堀一座

金沢区の皆さん秋葉中学校の生徒たち

仲子町区の皆さんシルバー人材センターの皆さん
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８
／
９

年
長
児
交
流
会

市
内
九
カ
所
の
公
立
・
私
立
の

保
育
園(

所)

に
通
う
年
長
児
百
五

十
人
が
、
総
合
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
交
流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
就
学
前
に
顔
を
合
わ

せ
、
小
学
校
で
も
仲
良
く
過
ご
せ

る
よ
う
に
と
始
ま
っ
た
も
の
で
今

年
で
二
十
六
回
目
。
子
ど
も
た
ち

は
、
リ
レ
ー
や
お
み
や
げ
ゲ
ッ
ト

レ
ー
ス
な
ど
の
ゲ
ー
ム
に
大
盛
り

上
が
り
。
元
気
な
声
が
会
場
に
響

い
て
い
ま
し
た
。

先
生
が
玉
を
入
れ
る
か
ご
を
背

負
っ
て
動
き
回
る
「
追
い
か
け
玉

入
れ
」
で
は
、
一
つ
で
も
多
く
の

玉
を
入
れ
よ
う
と
、
逃
げ
る
か
ご

を
一
生
懸
命
追
い
か
け
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
同
じ
誕
生
月
の
子
ど

も
た
ち
が
輪
に
な
っ
て
踊
る
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
で
は
、
仲
良
く
手
を

つ
な
い
で
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な

ど
を
通
じ
て
楽
し
く
交
流
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、
新
し
い
友
達
が
た

く
さ
ん
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
そ

う
で
し
た
。

仲
良
く
手
を
つ
な
い
で
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
を
踊
る
子
ど
も
た
ち

晴
天
に
恵
ま
れ
た
八
月
一
日
、
刈
谷
田
川
漁
業
協
同
組

合
（
諸
橋
貞
夫
代
表
理
事
組
合
長
）
の
ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み

ど
り
大
会
が
、
守
門
の
里
の
招
待
者
や
親
子
な
ど
約
百
五

十
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

約
二
千
匹
（
二
百
　
）
の
ニ
ジ
マ
ス
が
放
流
さ
れ
、
つ

か
み
ど
り
が
ス
タ
ー
ト
。
子
ど
も
た
ち
は
、
水
し
ぶ
き
を

上
げ
て
追
い
か
け
、
悪
戦
苦
闘
の
末
よ
う
や
く
捕
ま
え
た

ニ
ジ
マ
ス
を
両
手
で
持
ち
、
得
意
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
親
子
一
緒
に
つ
か
み
ど
り
。

終
日
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
新
鮮
な
ニ
ジ
マ
ス
は
、
早
速
川
原
で
炭
火
を

お
こ
し
て
塩
焼
き
に
。
参
加
者
た
ち
は
、
熱
々
の
ニ
ジ
マ

ス
を
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

ニジマスつかみどり大会
～栃尾フィッシングパーク(栃堀)～

逃がさないようにしっかりと両手で持ち、
ニジマスを運ぶ参加者

七
月
集
中
豪
雨
の
爪
痕
が
残
る
市

内
各
所
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
。

関
係
者
は
、
温
か
い
支
援
に
感
謝
し

て
い
ま
し
た
。

表
町
で
雁
木
の
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
、
新
潟
大
学
工
学
部

建
設
学
科
の
学
生
約
六
十
人
と
新
潟

工
業
高
校
の
生
徒
三
人
は
七
月
二
十

二
日
、
同
区
を
訪
れ
、
家
屋
や
側
溝

に
流
れ
込
ん
だ
泥
の
か
き
出
し
作
業

に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

七
月
二
十
四
日
に
は
、
刈
谷
田
中

学
校
の
生
徒
と
保
護
者
約
五
十
人
が
、

宝
光
院
の
裏
山
か
ら
流
れ
出
た
土
砂

の
撤
去
や
山
門
周
辺
の
清
掃
を
実
施

し
ま
し
た
。

市
内
各
所
で
活
躍
し
た

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ま
た
、
合
宿
で
当
市
を
訪
れ
て
い

た
高
志
高
校
剣
道
部
員
約
三
十
人
は

七
月
二
十
八
日
、
諏
訪
神
社
裏
の
土

砂
を
袋
に
詰
め
運
び
出
し
た
ほ
か
、

翌
日
に
は
同
じ
く
合
宿
中
の
村
松
高

校
剣
道
部
員
と
共
に
、
皆
楽
荘
周
辺

の
泥
の
除
去
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

泥
を
か
き
出
す
新
大
の
学
生
た
ち

土砂を運ぶ高志高校剣道部員たち 泥まみれで作業する刈中生たち

8
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市制50周年記念特別展

イジー･トゥルンカ展開場式
～10月11日(祝)まで好評開催中～

美
術
館
で
は
八
月
二
十
七
日
、
チ
ェ
コ
・
ア
ニ
メ

の
巨
匠
イ
ジ
ー
・
ト
ゥ
ル
ン
カ
展
の
開
場
式
を
行
い

ま
し
た
。

チ
ェ
コ
の
人
形
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
代
表
作
家
と

し
て
世
界
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
ト
ゥ
ル
ン
カ

は
、
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
を
受
賞
し
た
絵
本
作
家

で
も
あ
り
、
そ
の
挿
絵
に
は
、
繊
細
な
色
彩
と
構
成

さ

し

え

に
よ
る
詩
的
な
世
界
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
展
覧
会
は
、
彼
の
遺
族
と
ク
ラ
ー
ト
キ
ー
・

フ
ィ
ル
ム
（
旧
国
営
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ
）

な
ど
の
協
力
に
よ
り
実
現
。
貴
重
な
絵
本
原
画
を
中

心
に
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
使
わ
れ
た
人
形
や
絵
コ

ン
テ
な
ど
約
百
八
十
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
は
、
映
画
作
品
の
上
映
や
絵
本
読
み
聞
か

せ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ト
ゥ
ル
ン
カ
の
詩
的
な
世
界
に

魅
せ
ら
れ
た
人
た
ち

い
ず
み
苑
納
涼
ま
つ
り

今
年
も
八
月
七
日
の
夕
暮
れ
、

い
ず
み
苑
で
納
涼
ま
つ
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
い
ず
み
苑
の
入
所
者

や
地
域
の
人
た
ち
な
ど
が
大
勢
参

加
し
、
暑
さ
を
避
け
て
涼
し
さ
を

味
わ
う
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
に
は
、
地
域
の
人
や
市

内
六
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
の
人
た
ち
が
協
力
。
今
年
の

人
が
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
し

た
太
鼓
と
笛
を
元
気
に
演
奏
し
、

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

入
所
者
の
皆
さ
ん
は
、
踊
り
の

輪
に
入
っ
て
踊
っ
た
り
、
綿
ア
メ

や
お
で
ん
な
ど
を
食
べ
た
り
し
て
、

涼
し
さ
と
一
緒
に
お
い
し
さ
も
味

わ
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

地
域
の
人
た
ち
と
や
ぐ
ら
を
囲
ん
で

楽
し
く
踊
る
入
所
者

八
月
七
日
の
早
朝
、
市
内
の
河
原

で
石
積
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
初
め
て
計
画
し
た
「
灯
篭
流

し
」
は
、
集
中
豪
雨
災
害
の
た
め
中

止
と
な
り
ま
し
た
が
、
主
会
場
の
刈

谷
田
橋
上
流
に
は
五
時
ご
ろ
か
ら
家

族
連
れ
な
ど
が
集
ま
り
、
熱
心
に
石

を
積
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

災
害
か
ら
一
日
も
早
い
復
旧
を
願
っ

て
、
施
餓
鬼
供
養
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

せ

が

き

昨
年
に
続
き
参
加
し
た
栃
尾
お
こ

し
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
田
中
カ
ツ
イ
さ

ん
は
、｢

石
積
み
を
き
っ
か
け
に
、

川
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
石
川
県
金
沢
市
な
ど

か
ら
の
宿
泊
客
十
五
人
も
参
加
。
市

民
と
一
緒
に
石
積
み
を
行
っ
た
ほ
か
、

会
場
周
辺
を
花
や
灯
ろ
う
で
飾
っ
て

い
ま
し
た
。

きれいな花を飾る参加者おばあちゃんと石を積む子どもたち

災
害
か
ら
の
復
旧
を
願
っ
て

石
積
み

〜
花
の
盆
〜



日
没
が
早
ま
る
時
期
と
行
楽
期
が

重
な
り
、
交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念

さ
れ
る
季
節
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に

よ
り
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る

た
め
、
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日

ま
で
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
運
動
の
重
点

○
高
齢
者
の
事
故
防
止

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故

防
止
対
策
の
推
進

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

◆
運
動
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

車
両
パ
レ
ー
ド

９
月

日

時
〜
市
内
一
円

21

（火）
13

交
通
指
導
所

９
月

日

時

分
〜

21

（火）
15

30

中
学
生
一
日
早
朝
パ
ト
ロ
ー
ル

９
月

日

早
朝

21

（火）

第

回
交
通
安
全
市
民
大
会

31９
月

日

時
〜

25

（土）
10

文
化
セ
ン
タ
ー
「
大
会
議
室
」

交
通
安
全
関
係
表
彰
式

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展

９
月

日

〜

月
１
日

21

（火）

10

（金）

市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

九
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
、｢

ひ
ろ
げ
よ
う

長
寿
社
会

へ

無
事
故
の
輪｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、｢

高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
県
民
運
動｣

が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。速

度
を
控
え
た
運
転
と
夕
暮
れ
時

の
早
め
の
点
灯
で
、
安
全
運
転
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

総
務
課
庶
務
係

‐
５

問
合
せ

52

８
１
５
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９
月

日

〜

日

21

（火）

30

（木）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

夕
暮
れ
時
早
め
の
ラ
イ
ト
で
安
全
運
転

「道路交通法の一部を改正する法律」が今年６月に
公布され、罰則の強化、暴走族対策の強化、違法駐車
対策、規制の見直しなどが順次施行されます。
☆携帯電話などの使用等に関する罰則強化

(11月から施行)
今までは、携帯電話を使用し危険を生じさせた場

合のみ罰則が適用されていました。改正後は、運転
中に手に持っている携帯電話などによる通話やメー
ル等の行為を、警察官が認めた時点で違反となり、
取り締まりの対象となります。(５万円以下の罰金)

☆飲酒検知拒否に対する罰則強化(６カ月以内に施行)
警察官による飲酒検知を拒否した者に対する罰則

は、今まで５万円以下の罰金でしたが、改正後は30
万円以下に引き上げられます。

※上記のほかに、暴走族対策の強化(６カ月以内)、自
動二輪車の二人乗り規制の見直し(１年以内)、違法
駐車対策(２年以内)、運転者対策(３年以内)の施行
が予定されています。

道路交通法の一部改正

高
齢
者
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
県
民
運
動

戸
籍
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
備
え
て

〜
戸
籍
の
氏
名
の
文
字
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
〜

市
は
十
月
二
十
三
日
か
ら
、
戸
籍
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
行
う
た
め

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
の
戸
籍
の
氏
ま
た
は
名
に
使
わ
れ
て
い
る
文
字
は
、
正
字
・
俗
字

・
誤
字
・
書
き
ぐ
せ
な
ど
に
よ
り
、
同
じ
文
字
で
も
多
く
の
字
体
が
存
在

し
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
し
た
戸
籍
で
氏
ま
た
は
名
に
使
う
文
字
は
、
常
用
漢

字
、
人
名
用
漢
字
、
そ
の
ほ
か
一
般
に
通
用
す
る
文
字
（
漢
和
辞
典
に
掲

載
さ
れ
て
い
る
文
字
）
で
記
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
字
が
、
戸
籍
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

の
際
に
新
し
い
文
字
に
置
き
換
え
ら
れ
る
対
象
者
に
は
、
九
月
下
旬
に
郵

便
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
必
ず
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
は
戸
籍
の
表
記
上
の
取
り
扱
い
で
、
氏
や
名
が
違
う
も
の

に
な
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
印
鑑
登
録
や
登
記
簿
な
ど
の
変
更

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
戸
籍
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
関
す
る
詳
し
い
内
容
は
、
十
月
五
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
課
戸
籍
係

‐
５
８
３
５

問
合
せ

52

戸籍に使われている
文字の取り扱い(例)
<置き換えする文字>

県立万代島美術館開館
大原美術館展

と き：９月11日(土)～10月17日(日)10時～18時、月曜休館(祝日は開館、翌日休館)

入館料：大人1,000円、大・高生500円、中・小生300円 問合せ： 025‐290‐6655 10
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新しい外国語指導助手を紹介します

Yara・Ann・Mcclain

今年７月任期を終えたアマンダ・ウォーレスさんに代わって、８月から市内の中学校の外国
語指導助手(ＡＬＴ)として１年間勤務する、ヤラ・アン・マクレインさんが着任しましたので
紹介します。
マクレインさんは、アメリカ出身でこれまでに２度来日。日本語は少ししか話せませんが、

皆さんよろしくお願いします。

さんヤラ･アン･マクレイン
子どもたちに会えることが
楽しみ！日本語を習うこと
にも挑戦したい。

アメリカのノーザ
ン・アイオワ大学
とアイオワ州立大
学を卒業。
海外はホームステ
イでヨーロッパ、
旅行でオーストラ
リアを経験。スコ
ットランドでは教
師を務める。
テニスなどのほ
か、旅行が趣味。

こんにちは。私はヤラ・アン・マクレインです。26
歳です。私は、アメリカのアイオワ州出身で、ミズー
リ州のカンザスシティで幼稚園の先生をしていました。
私には両親と２人の弟がいます。そして、愛犬トビー
をかわいがっていました。
私は、これまでに２回日本に来たことがあります。

２回とも素晴らしい経験でした。１度目は、10歳の時
で東京と福島の家族のところでホームステイをしまし
た。２度目は、東京のアメリカ大使館で子どもたちの
サマーキャンプの手伝いをしました。今回は、栃尾市
の中学校のＡＬＴとして英語を教えることに大変期待
を膨らませています。
８月４日に栃尾に来てから、これから始まるさまざ

まな出来事にとてもわくわくしています。栃尾の子ど
もたちに会えることをとても楽しみにしています。そ
して、今回は日本語を習うことにも挑戦したいと思っ
ています。
私は友達とテニスをしたり、自転車に乗ったりする

ことが好きです。また、サッカーや野球などのスポー
ツを見ることも大好きです。栃尾の自然の中で、たく
さんの新しい友達に会えることを楽しみにしています。
皆さん、町で見かけたら気軽に声をかけてください。

よろしくお願いします。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

下
塩
・
盆
踊
り
の
太
鼓
を
整
備

下
塩
区
（
西
川
栄
松
区
長
）
で
は
、

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
助
成
を

（財）受
け
、
盆
踊
り
用
の
太
鼓
・
法
被
・

は

っ

ぴ

テ
ン
ト
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
の
助
成
金
は
、
宝
く
じ
の
収
入

を
財
源
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な

発
展
を
図
る
た
め
、
市
を
通
じ
て
助

成
し
た
も
の
で
す
。

下
塩
区
で
は
昨
年
、
し
ば
ら
く
途

絶
え
て
い
た
盆
踊
り
を
復
活
。
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
、
区
民

の
つ
な
が
り
を
深
め
よ
う
と
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

八
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
盆
踊
り

の
会
場
に
は
、
今
回
整
備
し
た
太
鼓

の
心
地
よ
い
音
が
響
き
、
地
域
の
人

や
お
盆
で
帰
省
し
た
人
た
ち
な
ど
が

大
勢
訪
れ
、
そ
ろ
い
の
法
被
を
着
て

踊
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

今回整備した法被を着て盆踊りを楽しむ
下塩の人たち

ヤミ金、オレオレ詐欺、架空請求など
に対する弁護士による無料電話相談

と き：９月の月曜～金曜(祝・祭日を除く)10時～15時

相談先：新潟県弁護士会 025 223 8252- -



茨
木

美
穂
（
栃
尾
南
小
）

女
五
年

ｍ
背
泳
ぎ

50
平
櫛

将
寛
（
栃
尾
南
小
）

男

佐
藤

花
織
（
栃
尾
南
小
）

女
五
年

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

50
山
内
優
希
也
（
中
野
俣
小
）

男

林

聡
子
（
栃
尾
南
小
）

女
五
年

ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

100
目
黒

和
也
（
中
野
俣
小
）

男

仲
野

沙
希
（
東
谷
小
）

女
五
年

ｍ
自
由
形

25
諏
佐

一
樹
（
下
塩
小
）

男

葛
綿

花
菜
（
上
塩
小
）

女
五
年

ｍ
平
泳
ぎ

25
清
水

隆
史
（
荷
頃
小
）

男

室
橋

美
香
（
東
谷
小
）

女
五
年

ｍ
背
泳
ぎ

25
河
野

孝
貴
（
上
塩
小
）

男

桑
原
沙
智
代
（
栃
尾
東
小
）

女
五
年

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

25
多
田

葉
月
（
栃
尾
東
小
）

女
六
年

ｍ
自
由
形

100

柴
田

真
琴
（
荷
頃
小
）

男

棚
村

祐
子
（
栃
尾
東
小
）

女
六
年

ｍ
平
泳
ぎ

100
大
坪

広
大
（
栃
尾
東
小
）

男

佐
藤

綾
美
（
上
塩
小
）

女
六
年

ｍ
背
泳
ぎ

100
林

和
裕
（
中
野
俣
小
）

男

波
形

安
紀
（
中
野
俣
小
）

女
六
年

ｍ
自
由
形

50
藤
田

大
（
東
谷
小
）

男

棚
村

祐
子
（
栃
尾
東
小
）

女
六
年

ｍ
平
泳
ぎ

50
大
坪

広
大
（
栃
尾
東
小
）

男

佐
藤

綾
美
（
上
塩
小
）

女
六
年

ｍ
背
泳
ぎ

50
千
野

俊
輔
（
西
谷
小
）

男

布
袋
屋
由
依
（
栃
尾
東
小
）

女
六
年

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

50
諏
佐

恭
亮
（
栃
尾
東
小
）

男

野
澤
美
紗
子
（
下
塩
小
）

女
六
年

ｍ
自
由
形

25
佐
藤

将
司
（
栃
尾
東
小
）

男

三
澤
由
紀
奈
（
栃
尾
東
小
）

女
六
年

ｍ
平
泳
ぎ

25
米
山

光
（
西
谷
小
）

男
六
年

ｍ
背
泳
ぎ

25
神
保

卓
哉
（
下
塩
小
）

男
六
年

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

25
長
谷
川

梢
（
下
塩
小
）

女
六
年

ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

100
諏
佐

恭
亮
（
栃
尾
東
小
）

男

波
形

安
紀
（
中
野
俣
小
）

女

中
野
俣
小
Ａ

六
男

ｍ
メ
Ｒ

100

栃
尾
東
小
Ａ

六
男

ｍ
メ
Ｒ

200

栃
尾
東
小
Ａ

女

ｍ
メ
Ｒ

200

栃
尾
東
小
Ａ

六
男

ｍ
リ
レ
ー
Ａ

200

栃
尾
東
小
Ａ

女

ｍ
リ
レ
ー
Ａ

200

上
塩
小
Ａ

六
男

ｍ
リ
レ
ー
Ｂ

200

◆
基
本
動
作
（
敬
称
略
）

小
学
生
低
学
年
の
部

２

位

斎
籐

翔
麻(

原

町)

３

位

酒
井

直
人(

巻

渕)

小
学
生
高
学
年
の
部

２

位

斎
籐

凌
雅(

原

町)

３

位

目
黒

雄
太(

大
川
戸)

敢
闘
賞

高
橋

枝
理(

表

町)

中
学
以
上
一
般
の
部

優

勝

箕
輪

匠(

小

貫)

第

回
新
潟
県
ス
ポ
ー
ツ

16チ
ャ
ン
バ
ラ
選
手
権
大
会

長
岡
市

８
／
８

２

位

大
橋

利
弘(

栄

町)

◆
小
太
刀
（
敬
称
略
）

小
学
生
低
学
年
の
部

２

位

酒
井

直
人(

巻

渕)

敢
闘
賞

斎
籐

翔
麻(

原

町)

小
学
生
高
学
年
の
部

優

勝

高
橋

枝
里(

表

町)

３

位

目
黒

雄
太(

大
川
戸)

小
学
生
女
子
の
部

優

勝

高
橋

枝
里(

表

町)

３

位

斎
籐

瑞
季(

原

町)

中
学
生
の
部

優

勝

笠
井

一
輝(

栄

町)

２

位

石
丸

祐
人(

下

塩)

一
般
女
子
の
部

２

位

菅
田
た
づ
子(

新

町)

一
般
の
部

優

勝

諸
橋

真
浩(

金

町)

◆
長
剣
（
敬
称
略
）

小
学
生
低
学
年
の
部

２

位

酒
井

直
人(

巻

渕)

３

位

斎
籐

瑞
季(

原

町)

小
学
生
高
学
年
の
部

優

勝

目
黒

雄
太(

大
川
戸)

中
学
一
般
女
子
の
部

２

位

大
橋

一
葉(

栄

町)

敢
闘
賞

箕
輪

匠(

小

貫)

一
般
の
部

２

位

椎
谷

晴
栄(

赤

谷)

◆
得
物
自
由
（
敬
称
略
）

中
学
以
上
一
般
の
部

優

勝

金
内

一
幸(

)

西
中
野
俣

２

位

高
橋

増
司(

表

町)
３

位

大
橋

利
弘(

栄

町)
敢
闘
賞

諸
橋

真
浩(

金

町)

◆
団
体
戦
（
敬
称
略
）

小
学
生
の
部

２

位

栃
尾
Ａ
チ
ー
ム

（
目
黒
雄
太
、
高
橋
枝
里
、
斎

籐
凌
雅
）

３

位

栃
尾
Ｂ
チ
ー
ム

（
大
橋
海
里
、
加
藤
悠
祐
、
石

丸
美
洸
）

一
般
の
部

優

勝

栃
尾
Ａ
チ
ー
ム

（
諸
橋
真
浩
、
高
橋
増
司
、
金

内
一
幸
）

２

位

栃
尾
Ｂ
チ
ー
ム

（
大
橋
一
葉
、
大
橋
利
弘
、
韮

沢
肇
）

13
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入賞者の皆さん

勢いよく飛び込む選手

力泳する選手たち

川崎病なんでも相談会 と き：９月26日(日)13時～15時30分 問合せ：川崎病をもつ親の会新潟県連絡会
ところ：新潟市総合福祉会館 事務局・渋谷 025‐246‐1435

●
剣
道
団
体
戦

刈
谷
田
中
学
校
女
子
剣
道
部
は
、

七
月
二
十
五
日
柏
崎
市
で
開
催
さ
れ

た
県
大
会
で
二
位
と
な
り
出
場
。
健

闘
し
ま
し
た
。

●
剣
道
個
人
戦

小
浦
方
睦
美
さ
ん
は
、
県
大
会
で

北
信
越
中
学
校

総
合
体
育
大
会
出
場

長
岡
市

８
／
５

三
位
と
な
り
出
場
。
ベ
ス
ト
８
と
健

闘
し
ま
し
た
。

吉
原
佳
祐
さ
ん
は
、
県
大
会
で
三

位
と
な
り
出
場
。
健
闘
し
ま
し
た
。

河
田
裕
太
さ
ん
は
、
県
大
会
で
ベ

ス
ト
８
と
な
り
出
場
。
健
闘
し
ま
し

た
。

●
剣
道
団
体
戦

秋
葉
中
学
校
女
子
剣
道
部
は
、
県

さん小浦方睦美
新栄町

刈谷田中学校
３年

さん吉原佳祐
二日町

刈谷田中学校
３年

さん河田裕太
梅野俣

刈谷田中学校
３年

新
潟
県
中
学
校

総
合
体
育
大
会

柏
崎
市

７
／
25

中
学
校
総
合
体
育
大
会
に
出
場
し
、

ベ
ス
ト
８
と
健
闘
し
ま
し
た
。

優
勝
者
の
み
（
敬
称
略
）

五
年

ｍ
自
由
形

100
平
櫛

将
寛
（
栃
尾
南
小
）

男

林

聡
子
（
栃
尾
南
小
）

女
五
年

ｍ
平
泳
ぎ

100
目
黒

和
也
（
中
野
俣
小
）

男

仲
野

沙
希
（
東
谷
小
）

女
五
年

ｍ
自
由
形

50
酒
井

秀
平
（
栃
尾
東
小
）

男

桑
原
沙
智
代
（
栃
尾
東
小
）

女
五
年

ｍ
平
泳
ぎ

50
矢
澤

裕
太
（
栃
尾
東
小
）

男 小
学
校
親
善
水
泳
大
会

栃
尾
東
小

８
／
６

12
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さん佐藤みのり
赤 谷
秋葉中学校
３年

さん西川亜希
旭 町
秋葉中学校
３年

さん奥村紗希
表 町
秋葉中学校
３年

県
大
会
・
北
信
越
大
会
で
活
躍
し

全
国
中
学
校
体
育
大
会
に
出
場

佐
藤
み
の
り
さ
ん

優

勝

柔
道
個
人

西
川

亜
希
さ
ん

３

位

奥
村

紗
希
さ
ん

４

位

秋
葉
中
学
校

３

位

柔
道
団
体

●
個
人
戦

佐
藤
み
の
り
さ
ん
は
、
県
大
会

　
級
で
優
勝
し
、
北
信
越
大
会

70で
も
優
勝
。
８
月

日
か
ら

日

21

24

ま
で
埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国

中
学
校
体
育
大
会
に
出
場
し
、
健

闘
し
ま
し
た
。

西
川
亜
希
さ
ん
は
、
県
大
会
57

　
級
で
優
勝
し
、
北
信
越
大
会
で

三
位
と
な
り
、
全
国
中
学
校
体
育

大
会
に
出
場
。
健
闘
し
ま
し
た
。

奥
村
紗
希
さ
ん
は
、
県
大
会
63

　
級
で
四
位
と
な
り
、
北
信
越
大

会
で
も
四
位
と
健
闘
し
ま
し
た
。

団
体
戦

●
秋
葉
中
学
校
女
子
柔
道
部
（
佐

藤
み
の
り
さ
ん
、
西
川
亜
希
さ
ん
、

奥
村
紗
希
さ
ん
）
は
、
県
大
会
で

優
勝
し
、
北
信
越
大
会
で
三
位
と

な
り
、
全
国
中
学
校
体
育
大
会
に

出
場
。
健
闘
し
ま
し
た
。

馬場市長から激励を受け
る秋葉中学校女子柔道部
(８月10日、市役所)

秋葉中学校女子剣道部の皆さん

刈谷田中学校女子剣道部の皆さん

北信越大会

長岡大学文化講演会 と き：９月13日(月)18時30分 入場無料 講 師：グレゴリー・クラークさん
ところ：ホテルニューオータニ長岡ＮＣホール (国際教養大学副学長)



ガ
ス
臭
い
と
き
、
火
を
消
す
こ
と

は
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
忘
れ

が
ち
な
の
が
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
操
作

で
す
。

ガ
ス
が
充
満
し
た
中
で
電
気
の
ス

イ
ッ
チ
を
操
作
す
る
と
、
電
気
ス
パ

ー
ク
で
爆
発
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ガ
ス
臭
い
と
き
は
、
電
気
を
つ
け
て

も
消
し
て
も
危
険
で
す
。

換
気
扇
も
着
火
源
に
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
ス
イ
ッ
チ
に
さ
わ

ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

家
の
中
で
ガ
ス
臭
い
場
合
は
、
窓

を
開
け
る
こ
と
や
火
を
消
す
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ガ
ス
栓
や
メ
ー

タ
ー
ガ
ス
栓
を
閉
め
て
ガ
ス
を
止
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

台
所
な
ど
の
ガ
ス
栓
は
、
押
し
て

（
古
い
タ
イ
プ
の
も
の
は
つ
ま
ん

で
）
右
に
回
し
て
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
タ
ー
ガ
ス
栓
は
、
ガ
ス
メ
ー

タ
ー
の
入
口
側
配
管
の
左
側
に
取
り

付
け
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
ハ
ン
ド
ル

を
真
横
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
中

の
ガ
ス
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

都
市
ガ
ス
は
空
気
よ
り
軽
い
の
で
、

漏
れ
た
場
合
で
も
窓
や
戸
を
開
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
屋
外
上
空
に
逃
げ

て
し
ま
い
ま
す
。
ガ
ス
臭
い
と
感
じ

た
ら
、
す
ぐ
に
窓
や
戸
を
大
き
く
開

け
て
く
だ
さ
い
。

15
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ガ
ス
と
安
全

わ
ず
か
な
ガ
ス
漏
れ
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
ガ
ス
に
は
薬
品
で
臭
い

を
付
け
て
供
給
し
て
い
ま
す
。
「
ち
ょ
っ
と
ガ
ス
臭
い
な
」
と
感
じ
た

ら
、
あ
わ
て
ず
に
対
応
す
れ
ば
危
険
は
あ
り
ま
せ
ん
。

電
気
の
ス
イ
ッ
チ
に
注
意

=着火源となるスイッチに注意

ガ
ス
臭
い
と
き
は

　
火
を
消
し
て

　
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
に
は
絶
対

に
さ
わ
ら
な
い
で

　
ガ
ス
栓
や
メ
ー
タ
ー
ガ
ス
栓

を
閉
め

　
窓
を
開
け
て

　
す
ぐ
に
ガ
ス
水
道
局
へ

‐
５
８
２
６

52

ガス栓やメーターガス栓を閉めて、
ガスを止めましょう

ガ
ス
を
止
め
る

窓
を
開
け
て
換
気

と
き
は

ガ
ス
臭
い

あ
わ
て
ず
に
対
応
す
れ
ば
大
丈
夫
で
す

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て

今
年
五
月
、
「
裁
判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
」
が
成

立
し
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
（
五
月
二
十
八
日
）
か
ら
五
年

以
内
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
裁
判
員
と
し
て
刑
事
裁
判
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、
有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑

に
す
る
か
を
裁
判
官
と
一
緒
に
決
め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。
刑
事
裁
判
に

参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
裁
判
が
身
近
で
分
か
り
や
す
い
も
の
と
な
り
、

司
法
に
対
す
る
信
頼
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
国
民
が
裁
判
に
参
加
す
る
制
度
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

※詳しい内容は、裁判所ホームページをご覧
ください。 http://www.courts.go.jp/

新潟地方裁判所事務局総務課庶務係問合せ
０２５‐２２２‐４１３１

道の駅｢Ｒ290とちお｣

休憩コーナー ◆織と染の作品展（つむぎの会） ９／15(水)～27(月)



９
月

日

時
〜

時

と

き

26

（日）
10

15

（
随
時
）文

化
セ
ン
タ
ー
「
学
習
室

と
こ
ろ

・
第
２
研
修
室
」

ど
な
た
で
も

対

象

栃
尾
お
か
め
か
ぼ
ち
ゃ
の

講

師
会
の
皆
さ
ん

小
学
生
以
下
…
二
百
円

受
講
料

中
学
生
以
上
…
五
百
円

お
か
め
か
ぼ
ち
ゃ
（
当
日

持
ち
物

販
売
）
、
古
タ
オ
ル
、
昼
食

▽
絵
の
具
と
筆
は
主
催
者

そ
の
他

が
用
意
▽
お
か
め
か
ぼ
ち
ゃ
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
は
、

月

日

〜

10

21

（木）

日

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

29

（金）
公
民
館

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

月
３
日

（
小
雨
決

と

き

10

（日）

行
）
競
技
開
始
８
時

分
50

「
お
り
な
す
」
前
広
場
ス

と
こ
ろ

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

総
合
体
育
館
内
大
会
事
務

問
合
せ

局

‐
５
５
７
１

52

お
か
め
か
ぼ
ち
ゃ

お
絵
描
き
教
室

催

し

市
制
施
行

周
年
記
念

50守
門
マ
ラ
ソ
ン
大
会

第

回
26

|||||広報とちお16.9.5|||||

次
の
点
に
注
意
し
、
農
作
業
事

故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
作
業
前
に
農
業
機
械
の
点
検
整

備
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
機
械
の
点
検
調
整
は
、
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
て
か
ら
行
い
ま

し
ょ
う
。

③
機
械
の
積
み
下
ろ
し
や
田
畑
へ

の
出
入
り
の
際
は
、
転
倒
・
転

落
事
故
が
起
こ
り
や
す
い
の
で

特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④
道
路
走
行
中
は
、
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
、
機
械
の
構
造
と
道
路

状
況
に
見
合
っ
た
運
転
を
し
ま

し
ょ
う
。

⑤
夕
暮
れ
時
は
早
め
に
点
灯
し
、

ま
た
反
射
材
な
ど
を
付
け
て
ほ

か
の
車
か
ら
確
認
し
や
す
く
し

ま
し
ょ
う
。

⑥
ゆ
と
り
あ
る
作
業
計
画
を
立
て
、

決
し
て
無
理
は
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

⑦
最
近
、
高
齢
者
の
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
十
分
注
意
し
作

業
し
ま
し
ょ
う
。

農
林
課
農
業
振
興
係

問
合
せ‐

５
８
４
７

52

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
「
廃

13

棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
」
が
一
部
改
正
さ
れ
、
野
焼

き
が
禁
止
さ
れ
ま
し
た
。
稲
わ
ら

の
焼
却
な
ど
農
業
分
野
で
は
、
一

部
例
外
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

苦
情
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

稲
わ
ら
な
ど
の
焼
却
防
止
に
協
力

く
だ
さ
い
。

稲
わ
ら
焼
却
は
、
付
近
住
民
の

健
康
や
生
活
環
境
に
多
大
な
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
稲
わ
ら

は
焼
却
せ
ず
、
す
き
込
み
に
よ
り

地
力
の
維
持
・
増
強
を
行
い
、
高

品
質
・
良
食
味
の
安
定
生
産
を
目

的
と
し
た
土
づ
く
り
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

ま
も
な
く
秋
の
農
繁
期
を
迎
え

ま
す
が
、
農
作
業
中
や
田
畑
へ
の

行
き
帰
り
の
途
中
の
公
道
上
で
の

事
故
が
こ
の
時
期
、
大
変
多
く
な

り
ま
す
。

稲
わ
ら
焼
却
防
止
!!

秋
の
農
作
業
事
故

防
止
に
つ
い
て

農
林
課

お
知
ら
せ

か
ら
の

地域探訪ツアーふるさと再発見

月 日 コース名 乗降車場所 コ ー ス 概 要
9 00 9 20 徳昌寺→歴史民俗資料館→木村邸→隆泉寺10／15 与板町・和島村・出雲崎町
: :

東 口 劇 場 →良寛の里美術館→お食事処てまり(昼食)(金) ｢良寛晩年の足跡」探訪
16 30 16 10 →天領出雲崎時代館(体験)→良寛と夕日の丘公園: :

川口町・山古志村 9 00 9 20 道の駅越後川口→杜のかたらい(体験講座)10／15 : :
｢杜のかたらい･和楽美の 東 口 劇 場 →和楽美の湯(入浴可)→遊亀庵(昼食)(金)
湯｣と｢中山隧道･闘牛｣探訪 16 20 16 00 →川口棚田→中山隧道→池谷闘牛場→山古志棚田: :

ずいどう

見附市・栃尾市 9 10 9 30 市民交流センター→民俗文化資料館10／16 : :
｢交流センター見学｣ 東 口 劇 場 →道の駅 290とちお(昼食)→ドライフラワー体験(土) R
と｢美術館見学｣探訪 16 30 16 10 →栃尾市美術館: :

長岡市・三島町 8 00 吉乃川酒造資料館→県立歴史博物館10／16 :
｢歴史博物館見学｣ 栃尾市役所 →蔵造り麺工房(昼食・体験)→郷土資料館(土)
と｢郷土の歴史｣探訪 17 20 →西照寺:

産業まつり見学→ちぢみの里(昼食・入浴可)10／24 中之島町・小千谷市 9 10 9 30: :

→錦鯉の里→織物工房(織物体験)(日) ｢産業まつり見学｣と 東 口 劇 場
｢織物体験｣探訪 16 40 16 20: :

小国町・越路町 9 10 9 30 小国芸術村会館→小国和紙生産組合(紙すき体験)10／24 : :
｢紙の芸術｣と 東 口 劇 場 →養楽館(昼食・入浴可)→長谷川邸(日)
｢長谷川邸見学｣探訪 16 20 16 00 →米と酒の道具館: :

※乗降車場所 東口：長岡駅東口、劇場：長岡市立劇場

各
コ
ー
ス

人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

定

員

40

一
人
三
千
円
（
昼
食
代
、
入
館
料
な
ど
）

参
加
費

９
月

日

（
必
着
）

申
込
締
切

24

（金）
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

申
込
み
・
問
合
せ

番
号
、
希
望
コ
ー
ス
、
乗
降
車
場
所
を
記
入
し
、
〒
九
四
〇

‐
〇
〇
八
四
長
岡
市
幸
町
２
‐
１
‐
１
（
長
岡
市
役
所
幸
町

分
室
）
長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合

‐
６
０
６
７

37

文化センター

ギャラリーとちお
◆俳句展（すいかずら舎、荷頃俳句の会、

栃の木俳壇） ９／14(火)～23(木)
◆洋画展（一洋会）
９／25(土)～10／７(木)

糖
尿
病
の
原
因
や
影
響
を
正
し
く

知
り
、
食
生
活
上
の
注
意
点
や
改
善

方
法
な
ど
を
考
え
る
「
昼
間
の
糖
尿

病
予
防
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
食
生
活
コ
ー
ス
と
運

動
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

昼
間
の

糖
尿
病
予
防
教
室

教
室
・
講
座

原
則
と
し
て
２
コ
ー
ス
セ
ッ
ト
で
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。
（
た
だ
し
、
や

む
を
得
な
い
場
合
は
ど
ち
ら
か
一
方

の
受
講
も
可
）

◆
食
生
活
コ
ー
ス月

５
日

・

日

と

き

10

（火）

18

（月）

・

月
２
日

の
全
３
回
。
い

11

（火）

ず
れ
も

時

分
〜

時

分

13

30

15

30

文
化
セ
ン
タ
ー
「
大
会

と
こ
ろ

議
室
」

講
話
…
▽
糖
尿
病
の
正

内

容
し
い
知
識
▽
食
事
や
し
好
品
な

ど
の
工
夫
の
仕
方

関
宏
一
さ
ん
（
関
内
科

講

師
医
院
院
長
・

月
５
日

）
、

10

（火）

栄
養
士

◆
運
動
コ
ー
ス

月

日

・

日

と

き

10

15

（金）

28

（木）

・

月

日

の
全
３
回
。
い

11

12

（金）

ず
れ
も
９
時

分
〜

時

分

30

11

30

総
合
体
育
館
「
ゲ
ー
ト

と
こ
ろ

ボ
ー
ル
場
」

無
理
な
く
楽
し
く
続
け

内

容
ら
れ
る
運
動

講

師

健
康
運
動
指
導
士

糖
尿
病
の
境
界
型
と
診
断

対

象
さ
れ
た
人
、
糖
尿
病
が
気
に
な
る

人
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
知
り
た
い

人
な
ど
ど
な
た
で
も

無

料

参
加
費

運
動
コ
ー
ス
…
運
動
の
で

持
ち
物

き
る
服
装
と
靴
、
水
ま
た
は
麦
茶
、

汗
拭
き
タ
オ
ル
と
バ
ス
タ
オ
ル

※
食
生
活
コ
ー
ス

月
５
日

の
講

10

（火）

話
（

時

分
〜

時

分
）
は
、

13

30

14

30

健
康
講
座
の
一
環
と
し
て
、
教
室

に
参
加
し
な
い
人
も
気
軽
に
受
講

で
き
ま
す
。

９
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

21

（火）

で
に
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

52
急
速
に
増
え
て
い
る
高
脂
血
症
の

原
因
や
影
響
を
知
り
、
食
生
活
上
の

注
意
点
や
改
善
方
法
な
ど
を
考
え
る

「
高
脂
血
症
予
防
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。

と

き
▽
講
話
…

月

日

・

日

10

12

（火）

22

（金）

の
２
回
、
い
ず
れ
も

時

分

13

30

〜

時

分

15

30

▽
運
動
…

月

日

・

日

10

15

（金）

28

（木）

・

月

日

の
３
回
、
い
ず

11

12

（金）

れ
も
９
時

分
〜

時

分

30

11

30

※
こ
の
教
室
は
全
５
回
で
、
運
動

は
糖
尿
病
予
防
教
室
の
運
動
コ

ー
ス
と
合
同
で
開
催
。
運
動
の

会
場
や
持
ち
物
な
ど
は
、
同
教

室
の
項
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

市
民
会
館
「
小
ホ
ー
ル
」

と
こ
ろ

高
脂
血
症
が
気
に
な
る
人
、

対

象
高
脂
血
症
に
つ
い
て
知
り
た
い
人

な
ど
ど
な
た
で
も

講
話
、
運
動

内

容

荒
井
義
彦
さ
ん
（
荒
井
医

講

師
院
院
長
・

月

日

）
、
保
健

10

12

（火）

師
、
栄
養
士

無

料

参
加
費

※

月

日

の
講
話
（

時

分

10

12

（火）

13

30

高
脂
血
症
予
防
教
室

〜

時

分
）
は
、
健
康
講
座
の

14

30

一
環
と
し
て
、
教
室
に
参
加
し
な

い
人
も
気
軽
に
受
講
で
き
ま
す
。

９
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

28

（火）

で
に
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

52

16
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など今月の税金

納期９月30日

国民健康保健税

▲

ガス水道

▲

・下水道料金

おしらせへの などに市内 新卒就職者
無利子で貸与

市は、地元就職者に対して必要な
資金を無利子で貸し出しする「栃尾
市ふるさと就職支度金貸与制度」を
行っています。ご利用ください。

市内に定住する新卒就職者対 象
(６カ月以内)およびＵターン就職
者(１年以内)

新卒就職者…50万円以内貸付額 ▽
Ｕターン就職者（単身）…70万▽

円以内 Ｕターン就職者（家族）▽
…100万円以内

５年以内（６カ月以内の据返 済
置期間を含む）の月賦均等償還
（途中で市外転出など貸与の要件
を欠いた場合は、未償還分を一括
納付していただきます）

申込み・問合せ
商工観光課 ５２‐５８２７

各
・
種
・
相
・
談

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

□
税
務
相
談

○
９
月

日

時
〜

時

22

（水）
10

15

○
市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
行
政
相
談

○
９
月

日

時
〜

時

24

（金）
10

15

○
市
役
所
別
館
相
談
室
（
２
階
）

□
国
民･

厚
生
年
金
相
談

○
９
月

日

時
〜

時

15

（水）
10

15

○
市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
家
庭
児
童
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

□
心
配
ご
と
相
談

○
毎
週
水
曜
日

時
〜

時

10

15

○
社
会
福
祉
協
議
会
（
新
栄
町
）

□
青
少
年
問
題
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

寄付御礼

▼
佐
藤
秀
治
さ
ん
…
栃
尾
市
の
美
術
振
興

の
た
め
、
美
術
誌
（
美
術
手
帳
）
を
百

九
十
一
冊
い
だ
き
ま
し
た
。

次のとおり市に寄付を
いただきました。
ありがとうございました。
(16.7.14～16.8.13)

‐
５
８
３
６

‐
５
８
３
６

杜々の森｢アトレとど｣

展示コーナー
◆中野俣保育園児の作品展

(中野俣保育所) ９／16(木)～27(月)



栃
尾
青
年
会
議
所
で
は
創
立

（社）

35

周
年
を
記
念
し
て
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
柔
道
金
メ
ダ
リ
ス

ト
で
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
柔

道
コ
ー
チ
の
古
賀
稔
彦
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

９
月

日

時
〜

時

と

き

26

（日）
16

18

お
り
な
す
「
て
ま
り
ホ
ー

と
こ
ろル」

入
場
無
料
。
た
だ
し
、
満

そ
の
他

席
に
な
り
次
第
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

（
入
場
整
理
券
な
ど
は
配
付
し
な

い
）

栃
尾
青
年
会
議
所
創
立

周
年

35

記
念
講
演
会

栃
尾
青
年
会
議
所
事
務

問
合
せ

（社）

局
・
栃
尾
商
工
会

‐
４
１
９

52

１て
ま
り
総
合
在
宅
セ
ン
タ
ー
で
は
、

高
齢
者
を
随
時
預
か
る
「
宅
老
所

（
高
齢
者
共
同
生
活
支
援
住
居
・
介

護
保
険
適
用
外
）
」
を
開
設
し
ま
し

た
。
気
軽
に
利
用
く
だ
さ
い
。

■
痴
呆
型
通
所痴

呆
症
状
の
進
行
遅
延
、

内

容
介
護
負
担
の
軽
減

２
人
程
度

定

員

１
日
三
千
円
〜

費

用

｢

テ
ン
テ
ン
て
ま
り

宅
老
所｣

を
開
設

着
替
え
、
タ
オ
ル
な
ど

持
ち
物

■
宿

泊

見
守
り
な
ど
が
必
要
な

内

容
人
で
、
家
族
の
都
合
に
よ
る
短

期
の
利
用
や
緊
急
時
の
利
用

２
人
程
度

定

員

１
泊
２
日
七
千
円
〜

費

用

着
替
え
、
洗
面
用
具
な

持
ち
物

ど

■
住

居

一
人
暮
ら
し
に
不
安
な

内

容
人
、
独
立
し
た
生
活
は
不
安
な

人
が
お
互
い
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

や
自
由
を
尊
重
し
な
が
ら
、
家

庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
共
同
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
自
律
生
活

を
支
援

５
人
（
面
接
あ
り
）

定

員

１
カ
月
八
万
五
千
二
百

費

用
円
〜(

光
熱
費
・
食
費
を
含
む)

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

お
年
寄
り
と
一
緒
の
時
間
を
過

ご
せ
る
人
、
生
き
が
い
の
あ
る
暮

ら
し
へ
の
手
伝
い
が
で
き
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。テ

ン
テ
ン
て
ま

申
込
み
・
問
合
せ

り
宅
老
所

‐
４
１
０
０
ま
た

52

は
て
ま
り
総
合
在
宅
セ
ン
タ
ー

‐
６
０
８
０

51

９
月

日

時

分
〜

と

き

23

（祝）
11

30

動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

|||||広報とちお16.9.5|||||

～公民館図書室～
月曜日休館

火曜日～金曜日 10時～19時利用時間
土曜・日曜・休日 10時～17時

「表が出たらニューヨーク
で、裏なら東京で…」遅かれ
早かれ結ばれる二人の運命を
引き裂いた９・11。その日を
境に、篠山は不安でいたたま
れない日々を送ることになる。
それならいっそと踏み入れた
事件現場のグラウンド・ゼロ
でさらなる虚脱感を感じ、帰
国して日常の世界に戻った篠
山の前に現れた一人の女の正

体は…？冴子への思いを胸に秘めて生きていく事
を誓った篠山の胸ポケットには、いつもあの時の
コインが…。コインがもたらす二人の運命は、予
想外の方向へ導かれる。
国際金融と現実の事件を舞台にした、大人の切

ない恋愛感を描いたフィクション作品。
幸田 真音 著 講談社

＜一般書＞
スペース／加納朋子、秋の花火／篠田節子、ＩＣ
Ｏ／宮部みゆき、桜花を見た／宇佐江真理、グッ
ド・ラック／アレックス・ロビラ、バードゲージ
／清水義範、夜は満ちる／小池真理子、空中ブラ
ンコ／奥田英朗、私が語りはじめた彼は／三浦し
をん、パンドラ・アイランド／大沢在昌、夫とい
うもの／渡辺淳一、ダーリンは外国人／小栗左多
里
＜児童書＞
かいぶつぞろぞろ／辻村益朗、てんしのかいかた
／なかがわちひろ、さるのせんせいとへびのかん
ごふさん／穂高順也、へびのせんせいとさるのか
んごふさん／穂高順也、かいけつゾロリとまほう
のへや／原ゆたか、くまのこうちょうせんせい／
こんのひとみ、９ひきのうさぎ／せなけいこ

新刊の書棚から

コイン・トス

新 刊 紹 介

平成16年全国消費実態調査
10月から11月にかけて、わが国の家計の実態

を把握することを目的とし、金町・菅畑地区を
対象に全国消費実態調査が行われます。
調査員が伺いますので、協力ください。

企画財政課 ５２‐５８１６問合せ

52‐0151９月１日、特別養護老人ホーム｢サンホーム｣開設！

白
血
病
、
再
生
不
良
性
貧
血
、
先

天
性
免
疫
不
全
症
な
ど
の
血
液
難
病

で
苦
し
ん
で
い
る
人
が
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
病
気
は
、
骨
髄
移
植
と
呼
ば

れ
る
最
新
医
療
で
治
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

あ
な
た
の
愛
と
勇
気
と
優
し
さ
で
、

骨
髄
バ
ン
ク
に
協
力
く
だ
さ
い
。

９
月

日

時
〜

時

と

き

26

（日）
10

15

ジ
ャ
ス
コ
長
岡
店

と
こ
ろ

人
（
予
約
制
）

定

員

50

９
月

日

ま
で

予
約
・
問
合
せ

24

（金）

に
長
岡
保
健
所

‐
４
９
３
２

33

そ
の
他

骨
髄
バ
ン
ク
休
日
登
録

の
お
知
ら
せ

長
岡
保
健
所
で
は
、
肺
気
腫
、
気

管
支
拡
張
症
、
気
管
支
喘
息
な
ど
に

よ
る
咳
、
痰
、
息
切
れ
な
ど
で
困
っ

て
い
る
人
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、

「
い
き
い
き
呼
吸
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。

月
６
日

・

日

・

と

き

10

（水）

13

（水）

日

の
全
３
回
。
６
日
…

時

26

（火）

13

〜

時

分
、

日
・

日
…

15

30

13

26

13

時

分
〜

時

分

30

15

30

長
岡
地
域
振
興
局
健
康
福

と
こ
ろ

祉
環
境
部
（
長
岡
保
健
所
）
２
階

講
堂
（
長
岡
市
川
崎
町
字
前
田
２

７
１
１
‐
１
）

人
（
先
着
順
）

定

員

15無

料

参
加
費

９
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

24

（金）

で
に
長
岡
保
健
所
医
薬
予
防
課

‐
４
９
３
２

33

｢

家
族
を
介
護
し
て
い
る｣｢

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る｣｢

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
る｣

人

を
対
象
に
、
介
護
講
座
を
開
催
し
ま

す
。ぜ

ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

月

日

・

日

・

と

き

10

12

（火）

20

（水）

長
岡
保
健
所

い
き
い
き
呼
吸
教
室

県
民
介
護
技
術

習
得
講
座

日

・

月
５
日

・

日

28

（木）

11

（金）

12

（金）

の
全
５
回
、
い
ず
れ
も
９
時

分
30

〜

時
16

長
岡
地
域
振
興
局
第
１
会

と
こ
ろ

議
室
（
長
岡
市
四
郎
丸
町
１
７
３

‐
２
）
ほ
か

高
齢
者
・
障
害
者
の
特
性
、

内

容
基
本
的
な
介
護
技
術
、
高
齢
者
の

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

人
（
先
着
順
）

定

員

30講
座
修
了
者
に
は
修
了
証

そ
の
他

明
書
を
交
付
（
３
年
以
内
に
訪
問

介
護
員
養
成
研
修
の
３
級
課
程
を

受
講
し
た
場
合
、
一
部
の
課
程
が

免
除
に
な
る
場
合
あ
り
）

長
岡
保
健
所
地

申
込
み
・
問
合
せ

域
保
健
課

‐
４
９
３
１

33

Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団
と
Ｎ
Ｈ

Ｋ
新
潟
放
送
局
で
は
、
日
本
痴
呆
ケ

ア
学
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
第
７
回

痴
呆
ケ
ア
公
開
講
座
「
い
き
い
き
痴

呆
ケ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込

み
は
不
要
。
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

９
月

時

分
〜

と

き

17
（金）
13

30

17

時

朱
鷺
メ
ッ
セ
２
階
ス
ノ
ー

と
こ
ろ

ホ
ー
ル
（
新
潟
市
万
代
島
６
‐

１
）

▽
第
１
部
…
特
別
講
演
Ⅰ

内

容

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

痴
呆
ケ
ア
公
開
講
座

「
元
気
の
出
る
痴
呆
ケ
ア
の
す
す

め
〜
生
み
の
親
が
語
る
家
族
の
会

〜
」
▽
第
２
部
…
基
調
講
演
「
新

薬
開
発
を
語
る
〜
痴
呆
を
治
す
薬

は
あ
る
か
〜
」
▽
第
３
部
…
特
別

講
演
Ⅱ
「
地
域
医
療
が
支
え
る
痴

呆
性
高
齢
者
と
家
族
〜
地
域
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し
て
〜
」

施
設
職
員
や
家
族
な
ど
高

対

象
齢
者
ケ
ア
に
か
か
わ
る
人
、
痴
呆

に
関
心
の
あ
る
一
般

人

定

員

1,000無

料

参
加
費

Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団

問
合
せ

「
痴
呆
ケ
ア
公
開
講
座
」
係

０

３
‐
３
４
８
１
‐
７
８
５
５

■
危
険
物
取
扱
者
試
験

月

日

…
甲
種
、

と

き

11

25

（木）

乙
種
第
１
・
２
・
３
・
５
・
６

類
、
丙
種
▽

月

日

…
乙

11

26

（金）

種
第
４
類長

岡
市

と
こ
ろ

月

日

〜

日

受

付

10

18

（月）

29

（金）

■
消
防
設
備
士
試
験

月

日

…
甲
種
全

と

き

10

23

（土）

類
、
乙
種
全
類

長
岡
市

と
こ
ろ

県
民
生
活
・
環
境
部
防
災

問
合
せ

局
消
防
課

０
２
５
‐
２
８
０
‐

危
険
物
取
扱
者
お
よ
び

消
防
設
備
士
試
験

５
１
４
６

募
集
科
目

◆
高
等
学
校
以
上
卒
業
者
対
象

三

条
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科(

２
年
間)

工
業
デ
ザ
イ
ン
科

２
年
間)

(

魚

沼
電
気
施
設
科(

１
年
間)

◆
中
学
校
以
上
卒
業
者
対
象

三

条
生
産
シ
ス
テ
ム
科(

２
年
間)

魚

沼
建
築
科
・
左
官
科(

２
年
間)

対

象
▽
一
般
…
高
等
学
校
、
中
学
校
を

卒
業
し
た
人
（
卒
業
予
定
者
を
含

む
）
▽
推
薦
…
卒
業
予
定
者
で
高

等
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
人
（
電

気
施
設
科
の
み
）

▽
一
般
…

月

日

受
付
期
間

10

15

（金）

〜

月

日

▽
推
薦
…
９
月

10

29

（金）

17

日

〜

月
１
日

（金）

10

（金）

▽
一
般
…

月

日

▽

試
験
日

11

12

（金）

推
薦
…

月
８
日

10

（金）県
立
三
条
テ
ク

申
込
み
・
問
合
せ

ノ
ス
ク
ー
ル

０
２
５
６
‐
３
８

‐
８
５
２
０
・
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ

ス
ク
ー
ル

０
２
５
‐
７
９
４
‐

２
４
１
０

県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

生
徒
募
集
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第

回

謙
信
公
祭

37
栃
尾
ゆ
か
り
の
戦
国
の
武
将

｢

上
杉
謙
信
公｣

の
遺
徳
を
し
の

び
、
謙
信
公
像
の
前
で
献
茶
、

献
吟
、
剣
舞
な
ど
の
式
典
が
執

り
行
わ
れ
ま
す
。

９
月

日

午
後

と

き

19

（日）

秋
葉
公
園

と
こ
ろ

栃
尾
商
工
会

‐

問
合
せ

52

４
１
９
１

県道栃尾田井線(山田町～小貫)…８月30日(月)から通行可能になりました



新
潟
県
の
緑
百
年
物
語
緑
化
推
進

事
業
に
協
働
し
、

世
紀
も
市
民
が

21

自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
よ
う
、
市
民
参

加
に
よ
る
森
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

森
づ
く
り
活
動
を
通
し
て
、
人
と

森
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、

情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
森
づ

く
り
の
広
域
化
を
図
り
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

月

日

９
時
〜

時

と

き

10

23

（土）

12

※
雨
天
決
行大

平
山
山
ろ
く
（
北
荷
頃

と
こ
ろ

地
内
字
向
山
）

※
集
合
場
所
…
ニ
ー
ク
　
（
北
荷

頃
）
脇

▽
市
制
施
行

周
年
記
念

内

容

50

「
と
ち
お
緑
百
年
物
語
の
森
植
樹

祭
」
▽
自
然
観
察
会
▽
林
業
体
験

▽
木
工
体
験

ど
な
た
で
も
（
参
加
資
格

対

象
は
問
い
ま
せ
ん
）

百
円
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

参
加
費

険
料
な
ど
、
当
日
受
付
で
納
入
）

運
動
、
作
業
の
で
き
る
服

服

装
装

軍
手
、
水
筒
、
帽
子
、
タ

持
ち
物

オ
ル
、
雨
具
（
雨
天
時
）
な
ど

※
林
業
体
験
・
木
工
体
験
参
加
者
…

な
た
、
の
こ
ぎ
り
な
ど
（
持
っ
て

い
な
い
人
に
は
主
催
者
が
用
意
）

小
学
生
以
下
は
、
保
護
者

そ
の
他

な
ど
同
伴
で
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
イ
ベ
ン
ト
中
の
け
が
な
ど
に
つ
い

て
は
、
主
催
者
に
お
い
て
応
急
処

置
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
後
は
各

自
で
対
応
く
だ
さ
い
。月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

10

15

（金）

で
に
農
林
課

‐
５
８
４
７

52

越
後
や
ま
な
み
ラ
イ
ン
（
国
道
２

９
０
号
）
沿
線

市
町
村
の
魅
力
を

11

紹
介
し
ま
す
。月

日

時
〜

時

と

き

10

10

（日）
10

16

道
の
駅
Ｒ
２
９
０
と
ち
お

と
こ
ろ

▽
名
店
街
コ
ー
ナ
ー
…
沿

内

容
線
市
町
村
の
自
慢
の
特
産
品
・
食

・
地
酒
な
ど
を
展
示
・
販
売
▽
市

町
村
紹
介
コ
ー
ナ
ー
…
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー
・
写
真
パ
ネ
ル

な
ど
を
展
示
▽
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
…
沿
線
市
町
村
の
芸
能
や
演
劇

な
ど
を
披
露
▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
▽
や
ま
な
み
ラ
イ
ン
か
ら
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
…
沿
線
市
町

村
の
特
産
品
な
ど
が
当
た
る
大
抽

選
会
▽
も
の
作
り
を
楽
し
む
体
験

コ
ー
ナ
ー商

工
観
光
課

‐
２
１

問
合
せ

52

５
１

越
後
・
Ｒ
２
９
０

街
道
ま
つ
り

平成16年

９.18
□乳幼児健診

保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町2-2-23）
午後１時までに集合時 間 ▼

◎２歳６カ月児歯科健診、３歳
児歯科健診では、歯科健診が
ありますので健診前に歯を磨
いておいてください。また、
希望者にフッ素塗布を実施し
ます。

※母子手帳、問診票を忘れずに持
参してください。

ちゃん今井 友理
ゆ う り

（宮 沢）
９月８日
３歳児

健診会場で

□総合健康相談、子育て相談
◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康に
ついて相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、栄養士、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
10月26日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時
◎10月は、離乳食講習会を行います。

栄養士、保健師、助産師ほか相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
10月27日(水) 保健福祉センター 午後１時～３時
※総合健康相談、子育て相談においでになる人は、
事前に保健福祉課まで連絡ください。 52-5836

□心の悩み精神保健相談
10月15日(金）午後２時～３時30分日 時 ▼

保健福祉センター（新栄町2-2-23）会 場 ▼

長岡地域振興局健康福祉部 33-4931問合せ ▼

※事前に予約ください。

健 診 名 月 日 対象者生年月
７ カ 月 児 健 診 10月８日(金) 16年2･3月生まれ

10月20日(水) 14年３月生まれ２歳６カ月児歯科健診
３歳児歯科健診 10月20日(水) 13年９月生まれ

市
制
施
行

周
年
記
念

50

み
ん
な
で
つ
く
る

と
ち
お
緑
百
年
物
語

〜
ふ
れ
あ
い
の
森
づ
く
り
〜

繁窪・緑百年物語６周年記念植樹祭
(６月６日、繁窪地内)

人口 ２４,２７８人 男 １１,８６２人 女 １２,４１６人 世帯数 ７,３５７
市のようす

８月末現在

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
年
中
無
休
）

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
中
高
年
の
人
に
役
立
つ
い

ろ
い
ろ
な
情
報
を
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

０
２
５
‐
２
８
１
‐
５
５
５
０

腰
痛
に
お
悩
み

９
月

日
ま
で

29
の
人
に

肩
こ
り

９
月

日
〜

月

日

30

10

13

と
五
十
肩
の
解
消
法

◆
よ
ろ
ず
相
談

お
年
寄
り
や
家
族
が
抱
え
る
悩
み

ご
と
な
ど
の
相
談
を
、
無
料
で
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
の

よ
ろ
ず
相
談
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長 岡 圏 域
イベント情報
http://www.kouiki.nagaoka.niigata.jp

①期日②会場③問合せ先

【長岡市】
Ｄａｎｃｅ Ｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎ2004▽

ロシアン・ブラ①10月２日(土)開演17時 ▽

ス サンクトペテルブルグ・フィルハーモ
①10月３日(日)開演14時ニー金管五重奏団

①▽ 中澤桂プロデュース「響き合う歌声」
10月23日(土)開演14時
いずれも②③リリックホール 29-7715

' ①９月23日(祝)～10▽ オータムフェア 04
月31日(日)②越後丘陵公園③公園管理セン
ター 47-8001
【小千谷市】

①10月３日(日)13時～②▽ 巫女爺サミット
み こ じ

国指定重要市民会館③協議会 82-6392 ▽

①10月３日無形民俗文化財｢牛の角突き｣
(日)②小千谷闘牛場（小栗山）③商工観光
課 83-3512 ①10月16日▽ おぢゃれ寄席
(土)②市民会館③社会教育課 82-9111
【見附市】
feel first Story Ver.15 アンサンブ▽

①10月16日(土)開ル・オビリーコンサート
産業演19時②③アルカディア 63-5321 ▽

①10月30日(土)・31日(日)②市民交まつり
流センター｢ネーブルみつけ｣③産業振興課
62-1700

【越路町】
①10月10日(日)②役場周▽ こしじ秋まつり

辺③企画振興課 92-5902
【三島町】

①10月２日(土)・３日(日)②▽ 芸能美術祭
中央会館ほか③社会教育係 42-2221
【山古志村】

①10月10日(日)12時～②池谷▽ 牛の角突き
闘牛場③産業課 59-2330
【川口町】

①10月24日(日)②相川ふれあ▽ 錦鯉品評会
い交流館③農村振興課 89-3113
【小国町】

①10月２日(土)～30日▽ 陶芸・絵手紙展
(土)②芸術村会館③教育委員会 95-5911

相談種別 相談時間 相談日
よろず相談 9 00～17 00 毎週月～金曜日: :
専門相談(事前に予約が必要です)

毎週月曜日
法 律 13 30～16 00: :

第４木曜日
医 療 13 30～15 30 第１水曜日: :
痴 呆 14 00～16 00 第３水曜日: :
公的年金･保険 13 30～15 30 第１火曜日: :
税 金 10 00～12 00 第２金曜日: :
健康・介護 10 00～16 00 第２木曜日: :
※10月11日(祝)の法律相談は12日(火)に変更

市
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
栃
尾
市
ら
し
い
福

祉
活
動
の
展
開
が
必
要
で
す
。

｢

市
民
参
加
で
作
る
福
祉
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

入
場
無
料
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

月
３
日

時
〜

と

き

10

（日）
13

市
民
会
館｢

大
ホ
ー
ル｣

と
こ
ろ

内

容

時
〜

時

▽
式
典

13

14

時
〜

時

分

▽
講
演
会

14

15

30

演

題

｢

あ
り
の
ま
ま

そ

の
ま
ま
に
生
き
る｣

講

師

真
屋
順
子
さ
ん(

女

優)

・
高
津
住
男
さ
ん(

俳

優)

夫
妻社

会
福
祉
関
係
者
、
社

対

象
会
福
祉
に
関
心
が
あ
る
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
文
化

同
時
開
催

祭
…

時
〜

時

10

15

社
会
福
祉
協
議
会

問
合
せ

52

‐
５
８
９
５

市
制
施
行

周
年
記
念
事
業

50

第
６
回
栃
尾
市
社
会
福
祉
大
会

Ｒ
２
９
０
と
ち
お｣

道
の
駅｢

休
憩
コ
ー
ナ
ー

○
押
し
花
展

(
)

栃
尾
押
し
花
の
会

／
９

〜

10

（土）

25
（月）

死者 傷者交通事故
８月 11件

16年累計 44件

0 人

1 人

13人

45人
～夕暮れ時は、早めのライト点灯で安全運転を！～
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市
制
施
行

周
年
記
念

50

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
放
送

｢

上
方
演
芸
会｣

公
開
録
音

月

日

と

き

11

12

（金）

開
場
…

時
、
開
演
…

時

分

18

18

30

終
演
予
定
…

時
20

栃
尾
市
市
民
会
館
「
大
ホ
ー
ル
」

と
こ
ろ

ダ
ッ
ク
ス
ー
プ
、
レ
ツ
ゴ
ー
長
作

出
演
者

浮
世
亭
三
吾
・
み
ゆ
る
、
は
な
寛
太
・
い
ま
寛
大
（
出
演
順
）

無
料
。
た
だ
し
、
入
場
整
理
券
が
必
要

入
場
料

※
入
場
整
理
券
は
、
１
枚
で
２
人
入
場
で
き
ま
す
。

記
載
例
を
参
考
に
、
官
製
往
復
は
が
き
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

※
観
覧
の
可
否
は
、
返
信
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

月

日

（
必
着
）

申
込
締
切

10

21

（木）

番
組
収
録
の
た
め
、
乳
幼
児
の
同
伴
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

問
合
せ

企
画
財
政
課

‐
５
８
１
６

52

Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟
放
送
局

０
２
５
‐
２
３
０
‐
１
６
８
２

（
録
音
テ
ー
プ
に
よ
る
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
）

市
は
、
市
制
施
行

周
年
を
記
念
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
潟
放
送
局
と
共

50

催
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
放
送
「
上
方
演
芸
会
」
の
公
開
録
音
を
行

い
ま
す
。

こ
の
番
組
は
、
上
方
の
演
者
に
よ
る
新
作
漫
才
・
漫
談
や
落
語
な
ど

を
公
開
録
音
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
放
送
で
毎
週
金
曜
日

時

分

21

30

か
ら

時

分
ま
で
放
送
し
て
い
ま
す
。
（
再
放
送

ラ
ジ
オ
第
二
・

…

21

55

金
曜
日

時

分
〜

時

分
）

12

10

12

35

今
回
は
、
新
作
の
漫
才
と
漫
談
を
た
っ
ぷ
り
と
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。
観
覧
希
望
者
は
、
次
の
要
領
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

レ
ツ
ゴ
ー
長
作

ダ
ッ
ク
ス
ー
プ

は
な
寛
太
・
い
ま
寛
大

浮
世
亭
三
吾
・
み
ゆ
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
お
知
ら
せ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー｢

ス
タ
ジ
オ
パ
ー
ク｣(

東
京
都
渋
谷)

で
は
、
大
河
ド
ラ
マ
や
連
続
テ
レ
ビ
小
説
な
ど
の
人
気
番
組
の

収
録
風
景
を
窓
越
し
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
オ
ー
プ
ン

ス
タ
ジ
オ
で
行
わ
れ
て
い
る
公
開
番
組
（
当
日
抽
選
に
よ
り
観

覧
者
決
定
）
に
参
加
し
た
り
、
収
録
し
て
い
る
様
子
を
見
学
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
見
学
く
だ
さ
い
。

公民館図書室 開館時間を延長
火曜日～金曜日 午前10時～午後７時(祝日は午後５時まで)

土曜日・日曜日 午前10時～午後５時 問合せ： 52-2020

◎
建
物
を
取
り
壊
し
た

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら
、
早
め
に

税
務
課
窓
口
で
届
け
出
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

た
だ
し
、
建
て
替
え
の
場
合
は
結

構
で
す
。(

建
築
後
の
調
査
に
伺
っ

た
際
、
届
け
出
を
い
た
だ
き
ま
す
）

…
建
物
所

▽
届
け
出
に
必
要
な
も
の

有
者
の
印
鑑

※
次
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
の
対
象

か
ら
除
か
れ
ま
す
。

◎
未
登
記
の
建
物
所
有
者
が
変
わ
っ
た

固
定
資
産

こ
ん
な
時
は
届
け
出
を

未
登
記
の
建
物
所
有
者
が
相
続
・

贈
与
・
売
買
な
ど
の
理
由
に
よ
り
変

わ
っ
た
場
合
は
、
早
め
に
税
務
課
窓

口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。(

届
け

出
が
な
い
と
、
市
は
変
更
し
た
こ
と
が

分
か
り
ま
せ
ん
）

…
新
旧
所

▽
届
け
出
に
必
要
な
も
の

有
者
の
印
鑑

※
次
年
度
か
ら
、
新
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

◎
固
定
資
産
所
有
者
が
死
亡
し
た

所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
相
続

人
の
中
か
ら
代
表
者
一
人
を
選
ん
で

く
だ
さ
い
。
代
表
者
が
決
ま
り
次
第
、

早
め
に
税
務
課
窓
口
で
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

※
相
当
の
期
間
届
け
出
が
な
い
時
は
、

市
が
代
わ
っ
て
代
表
者
一
人
を
決

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り

ま
す
。

※
こ
の
届
け
出
で
は
、
所
有
者
の
変

更
は
で
き
ま
せ
ん
。
所
有
者
を
変

更
す
る
に
は
、
相
続
登
記
が
必
要

で
す
。

…
相
続
人

▽
届
け
出
に
必
要
な
も
の

の
印
鑑

※
次
の
納
期
分
か
ら
、
相
続
人
代
表

者
に
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
務
課
資
産
税
係

‐

問
合
せ

52

５
８
３
７

お
か
め
か
ぼ
ち
ゃ
に
絵
を
描
い
て

出
品
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

月

日

〜

日

と

き

10

21

（木）

29

（金）

文
化
セ
ン
タ
ー｢

展
示
室｣

と
こ
ろ

月

日

時
〜

時

搬

入

10

18

（月）
10

20

大
人
２
点
以
内
、
小
学

募
集
点
数

生
以
下
１
点

大
人
一
点
三
百
円
、
小
学

出
品
料

生
以
下
無
料

か
ぼ
ち
ゃ
の
な
い
人
に
は
、

そ
の
他

一
個
三
百
円
か
ら
販
売
し
ま
す
。

月
８
日

ま

応
募
先
・
問
合
せ

10

（金）

で
に
公
民
館

‐
２
０
２
０

52

長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合
が
開
催

す
る
、
中
学
生
音
楽
教
室
〝
越
後

創
作
オ
ペ
ラ
「
見
る
な
の
座
敷｣

〞

に
一
般
市
民
を
招
待
し
ま
す
。

月

日

・

日

、

と

き

11

10

（水）

11

（木）

両
日
と
も
午
前
と
午
後
に
公
演

長
岡
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

各
公
演

人
（
先
着
順
）

定

員

100

無

料

入
場
料

未
就
学
児
の
同
伴
は
で
き

そ
の
他

ま
せ
ん
。
申
込
者
に
は
入
場
整
理

券
を
送
付
し
ま
す
。

月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

10

12

（火）

｢

栃
尾
お
か
め
か
ぼ
ち
ゃ｣

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

中
学
生
音
楽
鑑
賞
教
室
へ
の

一
般
招
待
者
募
集

ら
生
涯
学
習
課

‐
２
０
２
０

52

市
外
の
美
術
館
や
資
料
館
な
ど
を

巡
っ
て
、
施
設
や
展
覧
会
を
見
学
し

ま
す
。

月

日

市
民
会
館
前

と

き

10

23

（土）

９
時

分
出
発
・

時
到
着
予
定

15

18

▽
柏
崎
ふ
る
さ
と
人
物
館

行
き
先

（
柏
崎
・
刈
羽
地
域
の
産
業
や
文

化
の
礎
を
築
い
た
先
人
た
ち
の
資

料
展
）
▽
柏
崎
海
洋
セ
ン
タ
ー

｢

シ
ー
ユ
ー
ス
雷
音｣(

昼
食)

▽
木

村
茶
道
美
術
館
（
全
国
に
も
ま
れ

な
茶
道
美
術
館
、
茶
席
あ
り
。
茶

人
、
木
村
重
義
翁
が
生
涯
の
情
熱

を
傾
け
て
収
集
し
た
古
書
画
・
茶

器
類
を
見
学
）
▽
柏
崎
刈
羽
原
子

力
発
電
所
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー
ル

歳
以
上
の
市
内
在
住
・

対

象

18

在
勤
の
人

人
（
先
着
順
）

定

員

25三
千
円
（
入
館
料
、
茶
席

参
加
費

代
、
昼
食
代
、
保
険
料
）

９
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

25

（土）

ら
参
加
費
を
添
え
て
美
術
館

53

‐
６
３
０
０

教
室
・
講
座

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

広報とちお おしらせ版 16.9.18 (2)|||||| |||||

とちお緑百年物語推進協議会

ボランティア募集
～自然にふれながら｢森づくり活動｣

に参加してみませんか～

市は、栃尾市の森の良さを再認識しながら、市民
相互の交流の場づくりや地域活性化の発信基地とし
て森林整備を行う、「とちお緑百年物語推進協議
会」の設置に向け準備を進めています。
美しい栃尾の自然を後世に伝えていくために、ぜ

ひ参加ください。
募集内容
①協議会委員…20人
小学生以上で、会議に出席できる人

②インストラクター…人数制限なし
林業に関する知識があり、指導・助言ができ
る人(資格は問わない)

③作業ボランティア…100人
小学生以上で、森林・山中で行う作業に参加
できる人。ただし、小学生は保護者など同伴
で参加。通年でなくても１回のみの参加も可
※参加時は、各自保険に加入してください。

一次募集は、10月８日(金)まで。ただし、募集期間
インストラクター・作業ボランティアについては、
随時募集しています。

農林課に用意してある「参加申込書」申込み方法
に、必要事項を記入し提出してください。（電話
申込みも可）

｢とちお緑百年物語推進協議会｣問合せ
事務局：農林課林政係 ５２‐５８４７



投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
の
都
合
に
よ
り
投
票

所
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、
「
期
日

前
投
票
制
度
」
を
利
用
く
だ
さ
い
。

月
１
日

〜

日

と

き

10

（金）

16

（土）

午
前
８
時

分
30

〜
午
後
８
時

◎
期
間
中
の
土
曜
日
、
日
曜
日
、

祝
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

栃
尾
市
役
所
４
階

と
こ
ろ

「
４
０
５
会
議
室
」

※
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

。

※
入
場
券
が
届
い
た
人
は
、
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

月
９
日

９
時

分
〜

と

き

10

（土）

15

時

分
、
文
化
セ
ン
タ
ー
前
集

16

30

合
・
解
散守

門
村
〜
奥
只
見
ダ
ム

行
き
先

小
学
生
お
よ
び

歳
以
上

対

象

55

の
人

各

人
（
申
込
多
数
の
場

定

員

20

合
は
抽
選
）

小
学
生
…
千
円
、
大
人
…

参
加
費

千
五
百
円
（
保
険
料
・
電
車
代
・

昼
食
代
）飲

み
物
、
お
や
つ
、
雨
具

持
ち
物

な
ど

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

申
込
み

名
、
年
齢
、
保
護
者
名
、
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、

月
４
日

必

10

（月）

着
で
〒
９
４
０
‐
０
２
２
２
栃
尾

市
中
央
公
園
１
‐

栃
尾
市
公
民

36

館
。
家
族
２
人
ま
で
は
は
が
き
１

枚
に
連
名
で
、
そ
の
ほ
か
は
１
人

１
枚
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

公
民
館

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
「
お
り
な

す
」
で
行
う
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

お
り
な
すパ

ソ
コ
ン
講
座

Ν

あ
そ
び
じ
ゅ
く

｢

の
ん
び
り

｣

秋
の
只
見
線
の
旅

◆
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
」

パ
ソ
コ
ン
の
構
成
や
文

内

容
字
入
力
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

電
子
メ
ー
ル
を
学
習
し
ま
す
。

／
５

・
７

・

と

き

10

（火）

（木）

12

・

・

・

、
い

（火）

14
（木）

19
（火）

21
（木）

ず
れ
も

時
〜

時

19

21

四
千
円

受
講
料

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
応
用

「
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
講
座
」

初
心
者
か
ら
中
級
者
向

内

容
け
の
、
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
を
中
心
と
し

た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
で
す
。

／

・

・

と

き

10

13
（水）

15
（金）

20

・

、
い
ず
れ
も

時

（水）

22
（金）

13

30

分
〜

時

分

16

30
四
千
円

受
講
料

い
ず
れ
も

人(

先
着
順)

定

員

20

※
受
講
料
の
ほ
か
に
テ
キ
ス
ト
代
が

必
要

※
受
講
者
が
少
な
い
と
き
は
、
講
座

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
催
日
７
日
前

申
込
み
・
問
合
せ

ま
で
に
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り

な
す

‐
１
３
３
１

51
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受 付
受付で宣誓書の用紙を受け取り、住所や氏名
などを記入し、列挙されている期日前投票の
事由の中から、自分が該当するものを選択し、
受付に提出します。

投票用紙の交付
選挙人名簿と対照後、投票用紙
を受け取る。

投 票
投票記載台において投票用紙に
投票の記載をし、投票箱に投函。

開 票

＜期日前投票の流れ＞ 【
期
日
前
投
票
制
度
】

選
挙
管
理
委
員
会
選

問
合
せ

挙
事
務
室
（
市
役
所
４
階
４

０
５
会
議
室
）

‐
２
１

52

５
５

社会福祉協議会
臨時介護員を募集します

臨時訪問介護員…若干名採用職種・人員
次の�～�に該当する人受験資格

�介護福祉士またはヘルパー２級以上の資
格を有する人�普通免許を有し通勤が可能
な人�45歳未満の人(16年４月１日現在)�
肉体労働に耐えうる体力を有する人

採用時から5.5カ月間雇用期間
１日８時間(基本8:30～17:15)勤務条件

ただし、早番・遅番、土曜・日曜のローテ
ーション勤務あり。

日額6,800円給 与
書類選考、筆記試験、面接試験選考方法
10月17日(日)９時～市役所試 験
平成16年11月１日採用予定日

10月８日(金)まで社会福祉申込み・問合せ
協議会 ５２‐５８９５

杜
々
の
森｢

ア
ト
レ
と
ど｣

展
示
コ
ー
ナ
ー

｢

静
・
し
ず
か｣

の
書
作
品

（
栃
尾
市
書
道
会
）

／
１

〜

10

（金）

13
（水）

毎週日曜日
住民票・印鑑登録証明書を発行

と き：毎週日曜日の９時～正午(午前中のみ)

ところ：文化センター１階公民館 問合せ：市民課 52 5835-

新
潟
県
知
事
選
挙
は
、
９
月

日
30

に
告
示
さ
れ

月

日
の
日
曜
日
が

10

17

投
票
日
で
す
。

県
知
事
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
の
県

政
を
託
す
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で

す
。
候
補
者
の
政
策
な
ど
を
聴
き
、

投
票
日
に
は
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、

大
切
な
一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
昭
和

年

月

日
以
前
に
生
ま

59

10

18

れ
た
日
本
国
民
で
、
平
成

年
６

16

月

日
以
前
に
栃
尾
市
で
住
民
票

29
が
作
成
さ
れ
、
引
き
続
き
栃
尾
市

に
住
所
が
あ
る
人
が
投
票
で
き
ま

す
。

　
平
成

年
６
月

日
以
降
に
県
内

16

30

の
市
町
村
間
で
住
所
を
異
動
し
た

人
は
、
前
住
所
地
で
投
票
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

ま
た
、
投
票
す
る
際
は
、
い
ず
れ

か
の
市
町
村
で
発
行
す
る
「
引
き

続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の

証
明
書
」
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　
平
成

年
６
月

日
以
降
に
県
外

16

30

か
ら
転
入
し
た
人
は
、
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
平
成

年

月

日
以
前

16

10

16

に
県
外
に
転
出
し
た
人
も
投
票
で

き
ま
せ
ん
。

※
期
日
前
投
票
を
行
い
転
出
し
た
場

合
は
、
投
票
は
有
効
で
す
。

※
転
出
予
定
日
に
か
か
わ
ら
ず
、
実

際
の
転
出
日
が
投
票
日
の

月
10

17

日
以
降
の
場
合
は
投
票
で
き
ま
す
。

　
平
成

年
９
月

日
以
降
に
栃
尾

16

14

市
内
で
転
居
し
た
人
は
、
転
居
前

の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

投
票
所
お
よ
び
投
票
時
間
は
、
入

場
券
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
場

券
が
届
い
た
ら
、
必
ず
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
全
て
の
投
票
所
の
投
票
開

始
時
間
は
午
前
７
時
で
す
が
、
終
了

時
間
は
投
票
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
終
了
時
間
を
確
か
め
て
、
投
票

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

入
場
券
は
、
ハ
ガ
キ
で
９
月

日
30

以
降
に
世
帯
主
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

１
枚
の
ハ
ガ
キ
に
６
人
分
ま
で
の

家
族
の
入
場
券
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
投
票
日
に
は
各
自
ハ
サ
ミ
で
切

り
離
し
、
忘
れ
ず
に
投
票
所
へ
持
参

く
だ
さ
い
。
（
入
場
券
が
届
か
な
い

と
き
は
選
挙
管
理
委
員
会
へ
連
絡
く

だ
さ
い
）

な
お
、
入
場
券
を
紛
失
し
て
も
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票
日

当
日
、
投
票
所
の
受
付
で
入
場
券
を

紛
失
し
た
旨
の
申
し
出
を
行
い
、
再

発
行
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が
選
挙
に
参

加
で
き
る
よ
う
に
、
選
挙
日
当
日
、

都
合
に
よ
り
投
票
所
で
投
票
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
「
不
在
者
投
票
制

度
」
と
「
期
日
前
投
票
制
度
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

期
日
前
投
票
制
度
は
、
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
市
町
村
で
投

票
を
行
い
ま
す
が
、
栃
尾
市
に
住
所

を
有
し
、
長
期
出
張
な
ど
に
よ
り
投

票
日
に
帰
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
、
病
院
や
施
設
な
ど
に
入
院

（
入
所
）
し
て
い
て
投
票
所
に
行
け

な
い
人
に
は
「
不
在
者
投
票
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

長
期
出
張
な
ど
の
人
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
へ
不
在
者
投
票
の
請
求
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
病
院
や
施

設
な
ど
に
入
院
（
入
所
）
し
て
い
る

人
は
、
そ
の
施
設
の
係
員
に
相
談
く

だ
さ
い
。
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新 潟 県 知 事 選 挙
10 17 ( )投票日は 月 日 日

◇
投
票
で
き
る
人

開
票
は
即
日
開
票

月

日

と

き

10

17

（日）
午
後
９
時
〜

栃
尾
市
総
合
体
育
館

と
こ
ろ

※
参
観
者
は
、
静
か
に
ご
観
覧

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
携
帯
電

話
な
ど
の
使
用
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

◇
入
場
券
は
ハ
ガ
キ
で

◇
投
票
所
と
投
票
時
間

◇
投
票
日
当
日
、
都
合
で

投
票
に
行
け
な
い
人
は

【
不
在
者
投
票
制
度
】

毎週火曜日午後７時まで
証明書発行業務などを実施中

ところ：市役所２階 市民課・税務課の窓口

問合せ：市民課 52 5835,税務課 52 5837- -



月

日

時
〜

時

と

き

10

16

（土）
10

16

市
民
会
館
２
階｢

学
習
室｣

と
こ
ろ

　
農
地
を
宅
地
や
山
林
な

内

容
ど
に
す
る
た
め
の
許
可
申
請
　
農

業
者
年
金
受
給
・
農
業
経
営
の
移

譲
申
請
　
住
宅
金
融
公
庫
な
ど
に

対
す
る
融
資
申
込
　
道
路
・
水
路

の
払
い
下
げ
申
請
　
車
庫
証
明
申

請
　
道
路
工
事
施
工
承
認
・
道
路

水
路
使
用
許
可
申
請
　
建
設
業
許

可
申
請
　
建
設
業
経
営
事
項
審
査

申
請
　
各
種
契
約
書
・
念
書
・
内

容
証
明
の
作
成
　
そ
の
他
、
官
公

署
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど

▽
税
務
・
経
理
・
登
記
お

そ
の
他

よ
び
測
量
・
調
査
の
相
談
も
可
▽

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
▽
行
政

書
士
に
「
代
理
権
」
が
付
与
さ
れ
、

業
務
の
範
囲
が
広
が
り
ま
し
た
。

新
潟
県
行
政
書
士
会
中
越

主

催
支
部
栃
尾
ブ
ロ
ッ
ク

◆
土
曜
日

月
２
日
・
９
日
・

と

き

10

16

日
・

日
・

日
の
土
曜
日
、

23

30

い
ず
れ
も

時
〜

時

14

16

吉
水
ふ
れ
あ
い
体
育
館

と
こ
ろ

行
政
書
士
業
務
の

無
料
相
談
会

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

無
料
体
験
月
間

◆
木
曜
日

月
７
日
・

日
・

と

き

10

14

28

日
の
木
曜
日
、
い
ず
れ
も

時
19

分
〜

時

分

30

21

30

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

※
全
８
回
。
都
合
の
良
い
日
を
希
望

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
内
在
住
ま
た
は
通
勤
・

対

象
通
学
し
て
い
る
中
学
生
〜

歳
ぐ

45

ら
い
の
男
女人

（
先
着
順
）

定

員

40無

料

参
加
費

９
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

30

（木）

で
の

時
〜

時
の
間
に
ソ
フ
ト

18

20

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
事
務
局
・
渡

辺

‐
２
３
３
６

53

「
楽
し
く
植
物
の
勉
強
や
話
が
聞
き

た
い
」
と
い
う
若
い
女
性
層
か
ら
の

要
望
を
受
け
、
気
楽
に
参
加
で
き
る

会
を
モ
ッ
ト
ー
に
今
春
設
立
し
た
花

と
み
ど
り
を
愛
す
る
会
で
は
、
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

草
花
か
ら
盆
栽
や
寄
せ
植
え
ま
で
、

い
ろ
ん
な
種
類
の
花
や
植
物
を
趣
味

に
し
て
い
る
人
、
関
心
の
あ
る
人
は

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

行
事
予
定

秋
の
研
修
旅
行

▽

月

日

10

17

（日）

花
と
み
ど
り
を
愛
す
る
会

会
員
募
集

秋
の
展
示
会

▽

月

日

・

日

10

23

（土）

24

（日）

お
り
な
す

花
と
み
ど
り
を

申
込
み
・
問
合
せ

愛
す
る
会
会
長
・
村
山

‐
３

53

２
０
９
、
事
務
局
・
稲
田

‐
52

４
７
０
０

月
か
ら
３
月
ま
で
の
毎

と

き

10

週
　
火
曜
日
　
木
曜
日
、
い
ず
れ
も

時

分
〜

19

30

総
合
体
育
館
「
ゲ
ー
ト
ボ

と
こ
ろ

ー
ル
場
」い

ず
れ
も
六
千
円

参
加
費

い
ず
れ
も

人
程
度

定

員

10

腹
筋
用
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲

持
ち
物

み
物

９
月

日

、

日

、

そ
の
他

21

（火）

28

（火）

日

は
無
料
体
験
日

30

（木）
直
接
会
場
ま
で

申
込
み

諸
橋

０
８
０
‐
５
２
２

問
合
せ

３
‐
９
６
１
６

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
サ
ー
ク
ル
と
ち
お

メ
ン
バ
ー
募
集

農
地
を
住
宅
や
工
場
な
ど
の
敷
地
、

資
材
置
場
、
駐
車
場
、
養
鯉
池
、
植

林
な
ど
の
目
的
で
農
地
以
外
の
用
途

に
転
換
す
る
時
は
、
あ
ら
か
じ
め
県

知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

◆
農
振
法
と
都
市
計
画
法

転
用
し
よ
う
と
す
る
農
地
が
農
振

農
用
地
区
域
内
に
あ
る
場
合
は
そ

の
区
域
除
外
（
農
振
法
）
が
、
ま

た
開
発
行
為
の
許
可
を
要
す
る
建

築
物
の
建
築
な
ど
を
行
う
場
合
は
、

そ
の
許
可
（
都
市
計
画
法
）
が
必

要
で
す
。

◆
農
地
法
第
四
条

農
地
の
所
有
者
が
自
ら
転
用
す
る

場
合

◆
農
地
法
第
五
条

農
地
の
所
有
者
以
外
の
人
が
農
地

を
買
っ
た
り
、
借
り
た
り
し
て
転

用
す
る
場
合

農
地
法
第
四
条
・
五
条
の
許
可
を

得
て
、
農
地
を
農
地
以
外
の
地
目
に

転
用
の
手
続
き

農
地
転
用
と
地
目
変
換

変
更
す
る
た
め
、
所
有
者
な
ど
が
地

目
変
更
登
記
の
申
請
を
す
る
場
合
、

登
記
申
請
書
に
農
業
委
員
会
会
長
の

転
用
証
明
書
の
添
付
が
必
要
で
す
。

こ
の
証
明
書
は
、
転
用
者
か
ら
の

「
農
地
転
用
事
実
確
認
願
」
に
よ
り

発
行
さ
れ
ま
す
。

農
業
委
員
会
は
転
用
証
明
願
を
受

理
す
る
と
、
農
業
委
員
二
人
以
上
で

現
地
調
査
を
実
施
し
転
用
目
的
が
実

現
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

な
お
、
転
用
事
実
の
確
認
を
受
け

な
い
ま
ま
転
用
目
的
以
外
の
目
的
に

使
用
す
る
場
合
は
、
用
途
変
更
承
認

申
請
が
必
要
で
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

自
ら
の
農
地
で
あ
っ
て
も
許
可
な

く
農
地
を
転
用
し
た
場
合
は
、
工
事

を
中
止
さ
せ
、
も
と
の
農
地
に
復
元

さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
三

年
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
百
万
円
以

下
の
罰
金
の
適
用
が
あ
り
ま
す
。

農
業
委
員
会

問
合
せ

52

無
断
転
用
に
は
罰
則

|||||| |||||(7) 広報とちお おしらせ版 16.9.18

な
く
そ
う
農
地
の
無
断
転
用

文
化
セ
ン
タ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
ち
お

▽
秋
の
山
野
草
展

（
と
ち
お
愛
草
会
）

／
９

〜

10

（土）

10
（日）

‐
２
１
５
３

10月は｢マイバッグ・キャンペーン月間｣
～買い物には袋やかごを持参し、レジ袋の削減に努めましょう～

問合せ：ごみ半減県民運動実行委員会

025 280 5135- -

精
神
障
害
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
街
づ
く
り
を

テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
で
す
。

月

日

時

分
〜

と

き

10

22

（金）
18

30

時

分

20

30
お
り
な
す｢

て
ま
り
ホ
ー

と
こ
ろ

ル
」

「
共
に
支
え
合
う
街
づ
く

テ
ー
マ

精
神
保
健
福
祉
講
座講

演
会

り
」

松
浦
幸
子
さ
ん
（
宮
沢
出

講

師
身
、
精
神
障
害
者
共
同
作
業
所

「
ク
ッ
キ
ン
グ
ハ
ウ
ス
」
代
表
）
、

酒
井
昭
平
さ
ん
（
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
ゆ
き
ぐ
に
北
魚
沼
セ
ン

タ
ー
長
）心

の
健
康
に
関
心
の
あ
る

対

象
市
民

無

料

参
加
費

保
健
福
祉
課
健

申
込
み
・
問
合
せ

康
づ
く
り
係

‐
５
８
３
６

52

出
発
日
・
対
象

月

日

９
月

日
〜

月

10

14

（木）

14

11

日
の
更
新
者
（
栃
尾
警
察
署

14バ
ス
停
９
時
発
）

往
復
千
円

負
担
金

出
発
日
の
２
日
前
ま
で
に

申
込
み

交
通
安
全
協
会

‐
５
２
１
３

52

９
月

日

７
時
〜

時

と

き

26

（日）

11

小
学
生
以
上

対

象

栃
尾
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
パ
ー

と
こ
ろ

ク
（
栃
堀
）

一
般
・
高
校
生
…
二
千
五

参
加
費

百
円
（
当
日

三
千
円
）
、
中
学

生
…
千
五
百
円
、
小
学
生
…
千
円

９
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

26

（金）

で
に
参
加
費
を
添
え
て
ポ
ス
タ
ー

掲
示
釣
具
店
、
協
賛
店
、
刈
谷
田

川
漁
業
協
同
組
合
・
諸
橋

‐
52

２
７
５
７
ま
た
は
三
沢

‐
３

52

４
６
０ そ

の
他

優
良
運
転
者
の
免
許
更
新
に

バ
ス
を
運
行
し
ま
す

栃
尾
マ
ス
釣
り
大
会

広報とちお おしらせ版 16.9.18 (6)|||||| |||||

月
は
『
土
地
月
間
』

10一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
は
届
出
が
必
要
で
す

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
国
土

の
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用

の
確
保
を
図
る
た
め
、
法
定
面
積

（
都
市
計
画
区
域
…
五
千
　
、
都

市
計
画
区
域
以
外
…
一
万
　
）
以

上
の
土
地
取
引
（
売
買
、
交
換
、

営
業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、
代
物
弁

済
な
ど
）
を
行
っ
た
場
合
、
契
約

締
結
日
（
予
約
を
含
む
）
か
ら
２

週
間
以
内
に
土
地
の
所
在
す
る
市

町
村
を
経
由
し
て
県
知
事
に
届
出

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
届
出
用
紙
は
、
市
役
所

に
あ
り
ま
す
。

１

国
土
法
の
届
出
と
は

※
個
々
の
取
引
面
積
が
小
さ
く
て

も
、
土
地
の
総
面
積
が
法
定
面

積
以
上
に
な
る
場
合
は
、
届
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

土
地
に
か
か
る
契
約
（
予
約
）

を
し
た
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
届

出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
届

出
を
す
る
と
、
法
律
に
よ
り
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

企
画
財
政
課
企
画
調
整

問
合
せ

係

‐
５
８
１
６

詳
し
く

52

は
新
潟
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(htt

p://www.pref.niigata.jp
/)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２

届
出
を
し
な
い
と

隣
国
で
あ
る
韓
国
は
、
文
化
的

に
美
意
識
の
高
い
独
自
の
伝
統
を

持
っ
た
国
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
美
術
、
こ
と
に
陶
芸
に
お
い

て
は
、
上
品
な
翡
色
や
象
嵌
技
法

ひ
し
ょ
く

ぞ
う
が
ん

を
特
徴
と
す
る
装
飾
性
豊
か
な

高
麗
青
磁
や
、
儒
教
の
教
え
を
反

こ
う
ら
い

せ

い

じ

映
し
た
シ
ン
プ
ル
な
が
ら
も
温
か

く
お
お
ら
か
な
李
朝
白
磁
な
ど
、

り
ち
ょ
う

は

く

じ

中
国
や
日
本
の
も
の
と
は
ひ
と
味

違
っ
た
独
特
の
や
き
も
の
が
作
ら

れ
ま
し
た
。

栃
尾
市
出
身
で
現
在
東
京
都
在

住
の
木
間
精
一
氏
は
、
伝
統
技
術

に
培
わ
れ
た
韓
国
陶
磁
に
魅
せ
ら

れ
、
た
び
た
び
現
地
を
訪
れ
、
一

九
八
〇
年
代
か
ら
約
二
十
年
間
に

わ
た
り
作
品
を
収
集
し
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
展
覧
会
は
、
氏
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
伝
統
技
術

の
再
現
と
復
興
に
努
め
、
現
代
韓

国
陶
芸
界
の
祖
と
し
て
人
間
文
化

財
に
選
ば
れ
た
池
順
鐸
を
中
心
に
、

ち

す
ん
て
く

現
代
作
家
に
よ
る
作
品
約
八
十
点

を
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料

一

般
…
三
百
円

大
学
・
高
校
生
…
二
百
円

中
学
生
以
下
…
無
料

当
館
所
蔵
の
作
品
の
中
か
ら
、

当
市
ゆ
か
り
の
作
家
の
作
品
を
中

心
に
展
示
し
ま
す
。

月

日

〜

月

と

き

10

16

（土）

12

19

日
（日）

月
曜
日

休
館
日

《
常
設
展
　

ふ
る
さ
と
ゆ

か
り
の
作
家
た
ち
》

栃
尾
市
美
術
館

｢

韓
国
現
代

陶
磁
展｣

10月16日(土)
～11月28日(日)
開館時間
9 00～17 00: :
(発券は まで)16 30:
５３－６３００

｢
青
磁
辰
砂
蓮
弁
文
童
子
水
注｣

せ

い

じ
し
ん
し
ゃ
れ
ん
べ
ん
も
ん
ど
う
じ
す
い
ち
ゅ
う

池

順
鐸

美術館休館のお知らせ 10月12日(火)～15日(金) 53ｰ6300…展示替えのため



来
年
４
月
か
ら
預
金
保
険
法
の
規

定
に
よ
り
、
預
金
の
保
護
の
範
囲
が

変
わ
り
ま
す
。

●
平
成

年
３
月
ま
で
は
、
当
座
預

17

金
、
普
通
預
金
、
別
段
預
金
は

全
額
保
護
さ
れ
ま
す
。

●
平
成

年
４
月
以
降
は
、
全
額
保

17

護
さ
れ
る
決
済
用
預
金(｢

無
利

息
、
要
求
払
い
、
決
済
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
こ
と｣

と
い
う

３
条
件
を
備
え
た
預
金
で
当
座

預
金
や
利
息
の
付
か
な
い
普
通

預
金)

を
除
き
、
利
息
の
付
く
普

通
預
金
や
定
期
預
金
な
ど
に
つ

預
金
の
保
護
の

範
囲
が
変
わ
り
ま
す

い
て
は
預
金
者
一
人
当
た
り
、

金
融
機
関
ご
と
に
一
千
万
円
ま

で
の
元
本
と
そ
の
利
息
が
保
護

さ
れ
ま
す
。

金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は

問
合
せ

金
融
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

www.fsa.go.jp

月

日

時
〜

時

と

き

10

17

（日）
10

16

越
後
丘
陵
公
園

と
こ
ろ

入
場
無
料
。
駐
車
料
金
三

料

金
百
十
円

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

内

容
ニ
ー
▽
土
木
用
機
械
の
展
示
・
実

越
後
丘
陵
公
園

土
木
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

演
▽
土
木
に
関
す
る
写
真
・
パ
ネ

ル
・
ビ
デ
オ
・
模
型
な
ど
の
展
示

▽
映
画
上
映
▽
体
験
コ
ー
ナ
ー
…

ラ
ジ
コ
ン
重
機
、
木
工
工
作
な
ど

長
岡
駅
か
ら
無
料
シ
ャ
ト

そ
の
他

ル
バ
ス
運
行

越
後
丘
陵
公
園
事
務
所
調

問
合
せ

査
設
計
課

‐
１
４
７
１

47
月

日

〜

月

日

と

き

10

16

（土）

11

30

９
時

分
〜

時
（
チ
ケ
ッ
ト

（火）

30

17

の
販
売
は

時

分
ま
で
）

16

30

県
立
歴
史
博
物
館

と
こ
ろ

大
人
…
七
百
円
、
高
校
・

観
覧
料

越
後
佐
渡
の古

代
ロ
マ
ン
展

大
学
生
…
五
百
円
、
小
・
中
学
生

…
三
百
円

※

人
以
上
団
体
割
引
あ
り

20
※
土
・
日
・
祝
日
は
小
・
中
学
生
無
料

毎
週
月
曜
日

休
館
日

県
立
歴
史
博
物
館

‐

問
合
せ

47

６
１
３
０

月
９
日

〜

月

日

と

き

10

（土）

11

23

９
時
〜

時
（
チ
ケ
ッ
ト
の
販

（祝）

17

売
は

時

分
ま
で
）

16

30
県
立
近
代
美
術
館

と
こ
ろ

大
人
…
八
百
円
、
高
校
・

観
覧
料

大
学
生
…
六
百
円
、
小
・
中
学
生

…
四
百
円

※

人
以
上
団
体
割
引
あ
り

20
※
土
・
日
・
祝
日
は
小
・
中
学
生
無
料

毎
週
月
曜
日
（
た
だ
し
、

休
館
日

祝
日
の
場
合
は
火
曜
日
）

県
立
近
代
美
術
館

‐

問
合
せ

28

４
１
１
１

月
９
日

〜

日

と

き

10

（土）

11

（祝）
10

時
〜

時
16

山
内
原
（
の
ぼ
り
旗
が
目

と
こ
ろ

印
）

１
株
百
円

参
加
費

県
立
近
代
美
術
館

｢

蕗
谷
虹
児
展｣

ふ

き

や

こ

う

じ

さ
つ
ま
い
も
掘
り

ま
つ
り

畑
の
会(

中
村)

‐
６

問
合
せ

53

４
８
３

建
設
現
場
で
働
く
人
た
ち
の
退
職

金
は
、
安
全
・
確
実
・
有
利
な
「
建

設
業
退
職
金
共
済
制
度
」
が
お
す
す

め
で
す
。

建
設
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

・
申
込
手
続
き
が
簡
単
（
加
入
時
に

経
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

・
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
る

・
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が
一
部

を
補
助

建
設
現
場
で
働
く
皆
さ
ん
へ

・
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は

通
算
し
て
計
算
さ
れ
る

※
加
入
者
還
元
の
た
め
の
宿
泊
割
引

・
レ
ン
タ
カ
ー
割
引
な
ど
の
提
携

サ
ー
ビ
ス
事
業
も
実
施

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

問
合
せ

建
退
共
新
潟
県
支
部

０
２
５
‐

２
８
５
‐
７
１
１
７

ご
存
知
で
す
か
？

建
退
共
制
度
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犬の登録と狂犬病予防
注射はお済みですか

狂犬病予防法で犬の所有者は、「犬を取得
した日（生後90日以内の犬を取得した場合に
あっては、生後90日を経過した日）から30日
以内に犬の登録を申請しなければならない」
と規定されています。また、「狂犬病の予防
注射を毎年１回受けさせなければならない」
ことになっています。
まだ済んでいない人は、動物病院で登録の

申請を行い、予防注射を受けてください。
なお、診療日や時間などは問い合わせてく

ださい。

■長岡保健所管内動物病院（順不同）
栃尾市
紺和動物病院 ５２-２３５８

長岡市
病 院 名 電話番号

シートン動物病院 ３４-４９７０
亀山動物病院 ３２-３９２５
スサ動物病院 ３５-６０２０
あたご動物病院 ３２-３６００
寺沢動物病院 ２９-５６９９
萩野獣医科 ２７-０１９０
星野動物病院 ４７-２４００
堀井動物病院 ３２-３８３８
松沢動物病院 ２４-２７６２
山田動物クリニック ３３-２５２２
ワンペットクリニック ２５-２８８１

10月１日 12月１日▼

社
会
人
向
け
講
座
（
後
期
）
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

※
受
講
料
は
半
年
分
で
す
。

※
受
講
資
格
や
条
件
な
ど
、
詳
し
い

長
岡
明
徳
高
校

社
会
人
向
け
講
座

内
容
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

月
８
日

〜

申
込
み
・
問
合
せ

10

（金）

日

の
９
時
〜

時
、

時
〜

15

（金）

12

13

時
ま
で
に
受
講
料
を
添
え
て
長

16岡
明
徳
高
校

‐
５
８
２
１

33

月
２
日

・
９
日

、

と

き

10

（土）

（土）

い
ず
れ
も

時
〜

時

13

16

「
Ｉ
Ｔ
社
会
の
光
と
影
」

テ
ー
マ

長
岡
技
術
科
学
大
学
教
授

講

師
▽
２
日

…
浅
井
達
雄
さ
ん

（土）

▽
９
日

…
松
井
志
菜
子
さ
ん

（土）
人
（
先
着
順
）

定

員

40無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

受
講
料

日

ま
で
に

申
込
み
・
問
合
せ

28

（火）

長
岡
技
術
科
学
大
学

‐
９
２

47

７
８

新
潟
県
で
は
、
雇
用
・
労
働
問
題

に
関
す
る
労
使
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
新
潟
県
雇
用
・
労
働

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

月
８
日

時

分
〜

と

き

11

（月）
13

30

長
岡
市
立
劇
場
小
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

「
労
働
法
は
こ
こ
が
変
わ

テ
ー
マ

っ
た
！
押
さ
え
て
お
き
た
い
運
用

ポ
イ
ン
ト
」

長
岡
技
術
科
学
大
学

公
開
講
座

新
潟
県
雇
用
・
労
働

フ
ォ
ー
ラ
ム

島
田
陽
一
さ
ん
（
早
稲
田

講

師
大
学
法
学
部
教
授
）

人

定

員

100無

料

受
講
料

長
岡
地
域
振
興

申
込
み
・
問
合
せ

局
企
画
振
興
部
労
働
経
済
課

38

‐
２
５
４
７

新
潟
県
司
法
書
士
会
で
は
、

月
10

１
日
の
「
法
の
日
」
に
ち
な
ん
で
無

料
相
談
を
行
い
ま
す
。

月
１
日

〜
７
日

、

と

き

10

（金）

（木）

平
日
の
執
務
時
間
内

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

と
こ
ろ

訴
訟
、
登
記
、
供
託
な
ど

内

容
に
関
す
る
法
律
相
談

無

料

費

用

新
潟
県
司
法
書
士
会

０

問
合
せ

２
５
‐
２
２
８
‐
１
５
８
９

法
律
扶
助
協
会
新
潟
県
支
部
で
は
、

弁
護
士
・
司
法
書
士
に
よ
る
法
律
扶

助
無
料
法
律
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

９
月

日

時
〜

時

と

き

29

（水）
10

12

長
岡
市
立
劇
場
小
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

家
庭
、
不
動
産
、
損
害
賠

内

容
償
に
関
す
る
も
の

ほ
か

司
法
書
士
業
務
の

無

料

相

談

法
律
扶
助

無
料
法
律
相
談
会

中
越
地
方
の
人

人
（
先

定

員

100

着
順
・
事
前
予
約
が
必
要
）

法
律
扶
助
協
会

予
約
・
問
合
せ

（財）

新
潟
県
支
部

０
２
５
‐
２
２
２

‐
３
７
６
５月

２
日

９
時
〜

時
、

と

き

12

（木）

17

３
日

９
時
〜

時

（金）

16

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟

と
こ
ろ

（
長
岡
市
住
吉
３
‐
１
‐
１
）

普
通
第
一
種
圧
力
容
器
の

対

象
取
扱
い
を
す
る

人
（
先
着
順
）

50

八
千
円
（
教
材
費
別
途
）

受
講
料

日
本
ボ
イ
ラ

申
込
み
・
問
合
せ

（社）

協
会
新
潟
支
部

０
２
５
‐
２
８

０
‐
０
１
０
０

圧
力
容
器
取
扱
作
業

主
任
者
技
能
講
習
会

免
許
を
必
要
と
し
な
い
小
規
模
ボ

イ
ラ
ー
の
取
扱
業
務
に
従
事
す
る
資

格
取
得
の
た
め
の
講
習
で
す
。

修
了
証
取
得
後
、
４
カ
月
以
上
小

規
模
ボ
イ
ラ
ー
を
取
り
扱
っ
た
経
験

が
あ
る
と
二
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
の
試

験
を
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成

年
２
月

日

・

と

き

17

22

（火）

日

、
い
ず
れ
も
９
時
〜

時

23

（水）

18

新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク
総
合
会

と
こ
ろ

館
（
新
潟
市
新
光
町
６
‐
４
）

人
（
先
着
順
）

定

員

50八
千
円
（
教
材
は
別
途
）

受
講
料

日
本
ボ
イ
ラ

申
込
み
・
問
合
せ

（社）

協
会
新
潟
支
部

０
２
５
‐
２
８

０
‐
０
１
０
０

ボ
イ
ラ
ー
取
扱
技
能
講
習

広報とちお おしらせ版 16.9.18 (8)|||||| |||||

講座名 内 容 定員 実施日など 受講時間 初 回 最終回

Ｗindowsの基本操作とワ 毎週月曜 13:30 10／25 ２／14Ｗindows 初級 30人
ープロなどを体験する 5,000円 ～15:15 (月) (月)

少人数でのアンサンブル 毎週水曜 13:30 10／27 ２／16リコーダー・アン 15人
を楽しむ 1,680円 ～15:15 (水) (水)サンブル入門

石膏デッサン、静物や人 毎週水曜 13:30 10／27 ２／16基礎デッサン入門 20人
物デッサンを行う 1,680円 ～15:15 (水) (水)

篆書・篆刻についての学 毎週金曜 13:30 10／29 ２／18篆書・篆刻入門 20人
てんしょ てんこく

習および実習を行う 3,500円 ～15:15 (金) (金)

受信環境クリーン月間

10月１日(金)から31日(日)までの１
カ月間は｢受信環境クリーン月間｣です。
放送電波の受信障害はさまざまな原

因によって引き起こされますが、特に
｢不法無線局｣から発射される強力な電
波により、テレビ・ラジオなどが妨害
を受けるケースも多く、電波利用環境
の悪化が懸念されます。
テレビがきれいに映らない、ラジオ

に雑音が入るといった電波に関する相
談は信越総合通信局に問い合わせてく
ださい。

★不法無線局が原因の受信障害に関す
るもの ０２６‐２３４‐９９７６
★上記以外が原因の受信障害に関する
もの ０２６‐２３４‐９９９１
★そのほかの行政相談に関するもの

０２６‐２３４‐９９６１

10月は｢労働保険適用促進月間｣
～事業主の皆さん、労働保険の加入手続はお済みですか～

問合せ：ハローワーク長岡 32 1181-

長岡労働基準監督署 33 8711-
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